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市の人口と予算 
【人口・世帯】 〈10月1日現在〉 
合 計 ＝ 155,876人 （＋ 17） （　）内は前月比 
男 ＝ 77,443人 （＋ 30） 
女 ＝ 78,433人 （－ 13） 
世 帯 ＝ 60,403世帯 （＋ 82） 
【予算】 〈10月1日現在〉 
一 般 会 計＝367億3,081万9千円 
特別・企業会計＝417億4,504万9千円 
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　集う喜びを市民まつりで

　

秋
本
番
―
。　

月
は
、
市
内
で
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
目

１１

白
押
し
で
す
。
３
日
�
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
今
回
で　

回
目
を
迎
え
る
「
市
民
ま
つ
り
」
が
、　

日

２９

１８

�
に
は
Ｊ
Ａ
流
山
市
と
市
の
共
催
で
初
の
開
催
と
な
る

「
農
業
ま
つ
り
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
総
合
運
動
公
園
な
ど
を

メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、　

日
�
に
は
市

２３

内
の
商
工
業
者
な
ど
が
多
数
集
い
、
地
場
産
業
の
魅
力
を

再
発
見
し
て
い
た
だ
こ
う
と
「
産
業
博
」
が
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
秋
の
休
日
、
ご
家
族
そ
ろ
っ

て
市
内
で
開
か
れ
る
各
イ
ベ
ン
ト
へ
。

　

「
第　

回
流
山
市
民
ま

２９

つ
り
」
が　

月
３
日
�
、

１１

総
合
運
動
公
園
を
メ
イ
ン

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
当
日
は
、「
福
祉
ま

つ
り
」
と
「
市
民
健
康
ま

つ
り
」
も
同
時
開
催
と
な

り
、
好
評
の
物
産
展
や
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
踊

る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
な
内
容
で
す
。
ぜ

ひ
、
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝　

月
３
日
�

１１

９
時　

分
〜　

時
※
雨
天

３０

１５

決
行
▽
場
所
＝
総
合
運
動

ー
ジ
（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ

ョ
ー
、
沖
縄
エ
イ
サ
ー
太

鼓
、
大
江
戸
玉
す
だ
れ
な

ど
）
や
姉
妹
都
市
友
好
都

市
物
産
展
・
青
空
市
・
米

消
費
展
・
食
肉
市
、
噴
水

広
場
…
福
祉
ま
つ
り
・
市

民
健
康
ま
つ
り
・
行
政
関

連
コ
ー
ナ
ー
、
陸
上
競
技

場
（
ハ
イ
ヒ
ー
ル
等
で
の

入
場
は
で
き
ま
せ
ん
）
…

子
ど
も
の
ひ
ろ
ば
（
ふ
わ

ふ
わ
、
ス
ト
ラ
イ
ク
ボ
ー

ド
な
ど
の
子
ど
も
向
け
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）・
踊
る
コ

ー
ナ
ー
（
市
民
お
ど
り
、

カ
ン
ト
リ
ー
ダ
ン
ス
、
よ

さ
こ
い
お
ど
り
、
阿
波
お

ど
り
）、Ｓ
Ｌ
広
場
…
流
山

カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
、
カ
ン

ト
リ
ー
ダ
ン
ス

【
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
駅
か
ら
会
場
ま
で
の
道

路
上
】

　

特
殊
車
両
展
示
お
よ
び

試
乗
体
験
コ
ー
ナ
ー

【
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
】

　

１
階
ホ
ー
ル
…
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
陶
芸
展

　

※
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
詳

細
は
、　

月　

日
�
の
新

１０

２６

聞
朝
刊
（
読
売
、毎
日
、朝

日
、
日
経
、
東
京
、
産
経
）

に
折
り
込
ま
れ
る
「
市
民

ま
つ
り
新
聞
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
な
お
、
同
新
聞

は
各
出
張
所
や
各
公
民
館

な
ど
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
　

□問
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
６

チャリティー陶芸展 

至流山おおたかの森駅 

流山 
セントラルパーク駅 

生涯学習センター（1Fホール） 

至南流山駅 

噴水広場 

テニス 
コート 

ゲートボール場 

流山 
セントラルパーク駅 

生涯学習センター（1Fホール） 

テニス 
コート 

ゲートボール場 

SL広場 

子どものひろば 
踊るコーナー 

メインステージ 
姉妹都市・ 
友好都市物産展 
青空市　など 

流山カントリーミュージック 
ジャンボリー 
カントリーダンス 

福祉まつり 
市民健康まつり 
行政関連コーナー 

特殊車両展示 
試乗体験コーナー 

市民まつり 
駅前案内所 

陸
上
競
技
場 

至
豊
四
季
駅 

至
流
山
市
役
所 

体
育
館 

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス 

※会場には駐車場がありません。 
　ご来場の際は、公共交通機関を 
　ご利用ください 

会　場　図

公
園
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
※
各
会
場
に
は
駐
車
場

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

送
迎
バ
ス
は
運
行
し
ま
せ

ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

�【
総
合
運
動
公
園
】

　

駐
車
場
…
メ
イ
ン
ス
テ

会
場
と
主
な
内
容

　

「
第
５
回
流
山
産
業
博

２
０
０
７
」
が
、　

月　
１１

２３

日
�
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
、
市
内
を
中
心

と
し
た
商
工
業
者
が
多
数

集
い
約
１
１
０
の
ブ
ー
ス

が
軒
を
並
べ
ま
す
。
各
社

自
慢
の
商
品
や
製
品
の
展

示
・
販
売
を
は
じ
め
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
な
内
容
で
す
。

　

特
に
今
回
は
、
メ
イ
ン

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

お
子
さ
ん
を
対
象
に
し
た

お
仕
事
体
験
ゾ
ー
ン
「
わ

く
わ
く
ワ
ー
ク
体
験
」
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
約　
２０

種
の
職
業
か
ら
お
好
き
な

職
種
を
選
ん
で
、
楽
し
み

な
が
ら
お
仕
事
体
験
が
で

き
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

流
山
市
商
工
会
�
７

１
５
８
―
６
１
１
１

産
業
博
２
０
０
７

お
仕
事
体
験
も
企
画

　
　

月　

日
�
、
総
合
運

１１

１８

動
公
園
（
噴
水
広
場
と
体

｢

育
館
）で 
流
山
市
農
業
ま

｣

つ
り 
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
民
ま
つ

り
の
会
場
で
開
催
さ
れ
て

い
た
農
業
共
進
会
を
、
Ｊ

Ａ
流
山
市
の
行
う
流
山
市

農
業
ま
つ
り
と
合
同
開
催

す
る
こ
と
で
、
よ
り
流
山

の
農
業
に
親
し
み
を
持
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　

当
日
は
、
市
内
の
農
家

が
自
信
を
持
っ
て
出
品
す

る
新
鮮
な
農
作
物
の
展
示

・
販
売
を
は
じ
め
、
ま
つ

り
会
場
で
は
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
や
歌
謡
シ
ョ

ー
、
市
内
中
学
校
の
吹
奏

楽
演
奏
な
ど
も
行
わ
れ
ま

す
。

　

□問
 

農
政
課
�
７
１
５
０

―
６
０
８
６
／
Ｊ
Ａ
流
山

市
経
済
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
０
―
２
２
５
５

１１/２３�

１１/１８�

農
業
ま
つ
り

新
鮮
野
菜
の
展
示
販
売
な
ど

ふ
る
さ
と
づ
く
り
功
労

ふ
る
さ
と
づ
く
り
功
労

８
人
が
受
賞
の
栄
に

８
人
が
受
賞
の
栄
に

　

明
る
い
地
域
社
会
の
創

造
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た

個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
功
労

者
表
彰
」
の
表
彰
式
が　
１０

月
４
日
、
市
役
所
で
行
わ

れ
、
井
崎
市
長
か
ら
受
賞

者
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
８
人

の
市
民
が
受
賞
の
栄
に
輝

き
ま
し
た
＝
写
真
。

　

受
賞
者
は
、次
の
と
お
り

で
す
。 〈
敬
称
略
・
順
不
同
〉

　
【
青
少
年
の
健
全
育
成
】

　

▽
岩
佐
千
代
子
▽
海
老

原
正
夫
▽
折
本
喜
美
子

　

【
地
域
社
会
づ
く
り
へ

の
貢
献
】

　

▽
鈴
木
孝
助
▽
小
林
勝

治
▽
森
本
光
幸
▽
石
田
林

三
▽
石
野
健

　

□問
 

秘
書
広
報
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
３

市議会第３回定例会
９月27日に閉会

　

市
議
会
第
３
回
定
例
会
が
８
月　

日
か
ら

３０

９
月　

日
ま
で
開
か
れ
、
当
初
提
案
し
た
平

２７

成　

年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

１８
つ
い
て
な
ど　

件
と
、
追
加
提
案
し
た
人
事

２５

案
件
１
件
が
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
最
終
日
に
井
崎
市
長

か
ら
消
防
職
員
の
年
末
年
始
に
お
け
る
休
日

勤
務
手
当
の
過
払
い
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。（
詳
細
記
事
２
面
）

秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白
押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押
ししししししししししししししししししししししししししししししししし

家
族
そ
ろ
っ
て
ご
来
場
を

家
族
そ
ろ
っ
て
ご
来
場
を

１１/３ �

　市民まつり会場内で、年金や労務問
題などに関する相談を無料でお受けし
ます。
　▽日時＝１１月３日�９時３０分～１５時
▽場所＝総合運動公園噴水広場（市民
まつり会場内）▽申し込み＝当日直接
会場へ
　□問 千葉県社会保険労務士会東葛支部
�０４７－３４５－９９９２

年金・労務なんでも相談会

市民まつり
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平成１９年１０月１５日（月曜日）　　　（　）２第１１４８号
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定員
（先着順）時　間期　　日

４人１３時～１６時５０分１０月１９日�
６人

９時～１６時３０分

１１月１６日�
６人１２月１４日�
６人平成２０年１月１８日�
６人平成２０年２月１５日�
６人平成２０年３月１４日�

※相談時間は１人５０分程度

自
治
基
本
条
例
原
案
を
作
成

自
治
基
本
条
例
原
案
を
作
成

約
７
千
件
の
市
民
意
見
を
集
約

約
７
千
件
の
市
民
意
見
を
集
約

　

９
月　

日
、
自
治
基
本

２８

条
例
策
定
市
民
協
議
会

（
江
川
寿
夫
代
表
）か
ら
、

流
山
市
自
治
基
本
条
例
原

案
が
井
崎
市
長
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

自
治
基
本
条
例
は
、
市

民
参
加
・
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
更
に
推
進
し

て
い
く
た
め
に
、
市
と
し

て
の
自
治
運
営
の
基
本
理

念
、
市
民
・
行
政
・
議
会

の
役
割
や
協
働
の
仕
組
な

ど
を
条
例
に
定
め
る
も
の

で
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

ル
ー
ル
と
な
る
も
の
で
す
。

　

市
民
協
議
会
で
は
、
平

成　

年
４
月
に
流
山
市
と

１８
協
定
を
締
結
し
、
自
治
基

本
条
例
の
原
案
作
成
に
向

け
て
活
動
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

　

自
治
基
本
条
例
原
案
の

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
市

民
協
議
会
の
意
見
だ
け
で

は
な
く
、
ま
ち
へ
出
て
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
意

見
交
換
を
し
な
が
ら
案
を

練
り
上
げ
て
い
く
パ
ブ
リ

ッ
ク
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト 

（
Ｐ
Ｉ
）
と
い
う
手
法
を

用
い
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
６
月
か
ら
こ
れ
ま

で
に
、
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と

の
話
し
合
い
を
は
じ
め
、

イ
ベ
ン
ト
や
駅
頭
で
の
Ｐ

Ｒ
活
動
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

小
・
中
学
校
の
作
文
募
集

な
ど
約
１
２
０
回
に
及
ぶ

Ｐ
Ｉ
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

市
民
協
議
会
で
は
、
そ

こ
で
得
ら
れ
た
約
７
千
件

の
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
検
討

を
重
ね
、
条
例
原
案
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

原
案
は
前
文
と　

章
、

１０

　

条
で
構
成
さ
れ
、
市
役

４７所
企
画
政
策
課
、
各
出
張

所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
後
、
市
で
調
整
し
素

案
を
作
成
、
市
民
協
議
会

と
の
調
整
を
経
て
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
、
市
議
会
に
条
例
案
と

し
て
上
程
す
る
予
定
で
す
。

　

自
治
基
本
条
例
は
、
全

国
の
約　

の
自
治
体
で
制

７０

定
、
約
２
０
０
の
自
治
体

が
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４

若
者
の
就
労
を
支
援

専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
に

　

市
で
は
、
求
職
活
動
中

の
若
年
者
を
対
象
に
、
求

職
活
動
に
お
け
る
疑
問
や

悩
み
ご
と
の
相
談
、
自
分

に
合
っ
た
仕
事
探
し
な
ど

に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を

専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

行
う
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

▽
日
程
＝
別
表
の
と
お

り
▽
場
所
＝
流
山
市
地
域

職
業
相
談
室
（
江
戸
川
台

駅
東
口
Ｊ
Ａ
ビ
ル
）
▽
対

象
＝
市
内
在
住
ま
た
は
地

域
職
業
相
談
室
を
利
用
す

る
お
お
む
ね　

歳
〜　

歳

１８

３４

の
求
職
活
動
中
の
方
▽
申

し
込
み
＝
電
話
で
商
工
課

へ
　

□問
 

商
工
課
�
７
１
５
０

―
６
０
８
５

雇
用
促
進
奨
励
金
な
ど
を
支
給

対
象
事
業
主
は
申
請
を

　

市
で
は
、
高
齢
者
や
障

害
を
持
つ
方
の
雇
用
の
場

の
拡
充
の
た
め
、
高
齢
者

等
を
雇
用
す
る
事
業
主
や
、

障
害
を
持
つ
方
の
職
場
実

習
を
受
け
入
れ
る
事
業
主

に
奨
励
金
を
支
給
し
ま 

す
。

　

①
雇
用
促
進
奨
励
金

　

▽
支
給
対
象
＝
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
お
い
て
特
定
求

職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の

受
給
資
格
決
定
を
受
け
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
に

よ
り
、
市
内
在
住
の　

歳
６０

以
上　

歳
未
満
の
高
齢
者

６５

ま
た
は
障
害
を
持
つ
方
を

雇
用
し
て
い
る
事
業
主
▽

支
給
期
間
＝
雇
用
後
１
年

（
重
度
障
害
者
の
場
合
１

年
６
カ
月
）
を
経
過
し
た

日
か
ら
１
年
間
▽
支
給
額

＝
各
月
の
賃
金
の　

パ
ー

３０

セ
ン
ト
（
限
度
額
１
万
５

０
０
０
円
）
▽
申
請
期
間

＝
１
月
１
日
か
ら　

月　
１２

３１

日
分
を
翌
年
２
月
末
ま
で

に
申
請

　

②
障
害
者
職
場
実
習
奨

励
金

　

▽
支
給
対
象
＝
特
別
支

援
学
校
（
養
護
学
校
）
や

福
祉
施
設
な
ど
の
紹
介
で
、

市
内
在
住
の
障
害
を
持
つ

方
の
職
場
実
習
（
６
日
以

上
）
を
受
け
入
れ
た
事
業

主
▽
支
給
額
＝
受
け
入
れ

実
習
者
１
人
１
回
に
つ
き

１
万
５
０
０
０
円
▽
申
請

＝
職
場
実
習
終
了
後
速
や

か
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
※

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

商
工
課
�
７
１
５
０

―
６
０
８
５

　井崎市長に原案を手渡す江川寿夫代表と飯田敏子副代表

消
防
休
日
手
当
の
過
払
い
に
つ
い
て

　

９
月　

日
、
市
議
会
第

２７

３
回
定
例
会
で
井
崎
市
長

は
、
消
防
職
員
の
年
末
年

始
に
お
け
る
休
日
勤
務
手

当
の
支
給
に
つ
い
て
、
過

払
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
報

告
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
誤
り
は
、「
祝
日

法
に
定
め
る
休
日
」
と

「
年
末
年
始
の
休
日
（　
１２

月　

日
〜
１
月
３
日
）」を

２９
同
様
に
扱
っ
て
し
ま
っ
た

た
め
、
過
払
い
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

　

過
払
い
と
な
っ
た
手
当

に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治

法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
５
年
前
ま
で
遡
り
、
返

公
聴
会
な
ど
を
開
催

用
途
地
域
の
変
更
等

　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

沿
線
整
備
区
域
に
つ
い
て

は
、
平
成　

年　

月
５
日

１６

１１

に
、
新
市
街
地
地
区
お
よ

還
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
対
象
者
数
は
退
職

者
６
人
を
含
む
１
４
０
人
、

返
還
総
額
２
２
８
４
万
８

２
７
５
円
で
す
。

　

今
後
は
、
正
し
い
支
給

方
法
を
徹
底
し
、
再
発
防

止
に
努
め
て
ま
い
り
ま 

す
。

　

□問
 

消
防
総
務
課
�
７
１

５
８
―
０
２
９
９
／
人
事

課
�
７
１
５
０
―
６
０
６

８

び
運
動
公
園
周
辺
地
区
の

各
一
部
の
区
域
、
西
平
井

鰭
ケ
崎
地
区
の
全
域
を
対

象
に
用
途
地
域
等
の
指
定

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
木
地
区
の
全

域
お
よ
び
新
市
街
地
地
区

に
お
け
る
前
回
指
定
し
た

区
域
以
外
を
対
象
に
、
用

途
地
域
、
高
度
地
区
等
の

変
更
お
よ
び
地
区
計
画
の

決
定
等
を
行
い
ま
す
。

　

変
更
案
を
作
成
す
る
上

で
参
考
と
す
る
た
め
、
次

の
と
お
り
素
案
の
縦
覧
と

公
聴
会
お
よ
び
原
案
の
縦

覧
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
公
聴
会
で
公
述

を
希
望
す
る
方
は
知
事
宛

て
に
事
前
の
申
し
出
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
公
述
人

が
い
な
い
場
合
に
は
、
公

聴
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
の

で
傍
聴
希
望
者
は
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
を
。

　

【
素
案
の
縦
覧
】

　

▽
縦
覧
期
間
＝　

月　
１０

２６

日
�
〜　

月
９
日
�
▽
時

１１

間
＝
９
時
〜　

時
▽
場
所

１７

＝
市
都
市
計
画
課（
土
曜
、

祝
日
を
除
く
）、県
都
市
計

画
課
（
土
・
日
曜
、
祝
日

を
除
く
）
▽
内
容
＝
用
途

地
域
の
変
更
に
つ
い
て

　

【
公
聴
会
】

　

▽
日
時
＝　

月
１
日
�

１２

　

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

１０▽
傍
聴
申
し
込
み
＝
当
日

会
場
で
受
け
付
け
※
先
着

順
の
た
め
満
員
の
場
合
、

入
場
を
お
断
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

　

【
公
述
の
申
し
出
】

　

▽
公
述
資
格
＝
市
内
に

住
所
が
あ
る
個
人
・
法
人

お
よ
び
利
害
関
係
が
あ
る

方
▽
申
出
方
法
＝
市
都
市

計
画
課
ま
た
は
県
都
市
計

画
課
で
配
布
の
公
述
申
出

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

公
聴
会
で
述
べ
よ
う
と
す

る
意
見
の
要
旨
を
８
０
０

字
以
内
に
ま
と
め
、　

月
１１

９
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
〒
２
７
０
―
０
１
９
２

流
山
市
役
所
都
市
計
画
課

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
▽
公

述
人
の
選
定
＝
申
し
出
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、

公
述
し
て
い
た
だ
く
方
に

通
知
※
公
聴
会
終
了
後
、

公
述
さ
れ
た
意
見
の
要
旨

と
そ
れ
に
対
す
る
考
え
方

を
、
県
お
よ
び
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す

　

【
原
案
の
縦
覧
】

　

▽
縦
覧
期
間
＝　

月　
１０

２６

日
�
〜　

月
９
日
�
（
土

１１

曜
、
祝
日
を
除
く
）
▽
時

間
＝
９
時
〜　

時
▽
場
所

１７

＝
市
都
市
計
画
課
▽
内
容

＝
高
度
地
区
の
変
更
お
よ

び
防
火
・
準
防
火
の
変
更

な
ら
び
に
地
区
計
画
の
決

定
等
▽
意
見
書
の
提
出
等

＝
市
都
市
計
画
課
で
配
布

の
意
見
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
意
見
を
８
０
０

字
以
内
に
ま
と
め　

月　
１１

１６

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

〒
２
７
０
―
０
１
９
２
流

山
市
役
所
都
市
計
画
課
へ

郵
送
ま
た
は
持
参

　

□問
 

市
都
市
計
画
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
７
／
県

都
市
計
画
課
�
０
４
３
―

２
２
３
―
３
１
６
１

新潟県中越沖地震義援金　
　皆さんから寄せられた善意２５８,６５３円（１０月５日
現在）は、日本赤十字社へ送金させていただきま
した。
　引き続き、日本赤十字社では災害義援金を受け
付けています。皆さんの温かいご支援をお願いし
ます。
【郵便振替】　００５１０－５－２６
【加入者名】　日本赤十字社新潟県支部
【通信欄】　　「新潟中越沖地震」と明記してく

ださい。また、受領書を希望する
場合は「受領書希望」と明記して
ください。

※郵便局窓口での取り扱いの場合、送金手数料は
無料になります
　□問 日本赤十字社千葉県支部流山市地区（社会福
祉課内）�７１５０－６０７９

ＴＸ沿線
整備区域
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受診票の
送付

実施期間検診内容対　象

９月中旬
送付済み

１０月～１１月視触診
４０歳以上奇数
年齢の女性

１１月中旬
送付予定

１２月～１月
マンモグ
ラフィ

４０歳以上偶数
年齢の女性

　１０月から制服もリニューアルしてさらに活躍が期待さ
れる市民安全パトロール隊

み
ん
な
の
力
で
安
全
な
街
を

み
ん
な
の
力
で
安
全
な
街
を

市
民
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
を
募
集

市
民
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
を
募
集

　

市
で
は
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、「
流
山
市
民
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
」
の
隊
員
と
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、

自
治
会
単
位
で
組
織
す
る

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
異
な
り
、

市
内
全
域
を
３
地
区
（
北

部
、
南
部
、
中
央
）
に
分

け
、
青
色
回
転
灯
を
付
け

た
パ
ト
ロ
ー
ル
車
や
徒
歩

に
よ
り
、
犯
罪
発
生
場
所

周
辺
な
ど
を
重
点
的
に
パ

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

現
在
、　

人
の
方
々
が
日

６３

夜
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
奮
っ
て
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

▽
応
募
資
格
＝
市
内
在

住
・
在
勤
の　

歳
未
満
で
、

７０

防
犯
活
動
に
関
心
が
あ
り
、

健
康
か
つ
体
力
に
自
信
の

あ
る
方
▽
報
酬
＝
無
償
▽

応
募
方
法
＝
応
募
理
由
を

　

字
程
度
に
ま
と
め
、
住

５０所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、　

月　

日

１１

１５

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒

２
７
０
―
０
１
９
２
流
山

市
役
所
安
心
安
全
課
へ
郵

送
ま
た
は
持
参

　

※
応
募
後
、
２
カ
月
程

度
の
研
修
を
受
け
て
い
た

だ
き
、
日
中
ま
た
は
夜
間

の
い
ず
れ
か
に
パ
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
た
だ
き
ま
す

　

□問
 

安
心
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

重
度
障
害
者（
児
）の
医
療
費
助
成

　

月
診
療
分
の
医
療
費
か
ら

１０

　

４
月
か
ら
県
の
重
度
障

害
者
（
児
）
医
療
費
給
付

事
業
の
補
助
制
度
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
市
の
重
度
障
害
者

（
児
）
医
療
費
の
助
成
制

度
も　

月
診
療
分
の
医
療

１０

費
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

【
主
な
改
正
点
】

　

①
入
院
時
食
事
代
の
助

成
廃
止

　

入
院
時
の
食
事
療
養
費

の
自
己
負
担
額
が
助
成
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

　

②
一
定
所
得
以
上
の
方

の
助
成
停
止

　

世
帯
の
市
民
税
所
得
割

額
が
、　

万
５
０
０
０
円

２３

以
上
の
方
は
助
成
対
象
外

と
な
り
ま
す
（
所
得
要
件

に
よ
り
助
成
対
象
外
と
な

る
方
に
は
す
で
に
通
知
済

み
で
す
）。
た
だ
し
、高
額

治
療
継
続
者
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
助
成
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

方
は
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
制
度
改
正
に
伴

う
医
療
費
の
申
請
方
法
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
医
療
費
の
申
請
に
つ

い
て
は
、
障
害
者
支
援
課

や
各
出
張
所
で
従
来
ど
お

り
受
け
付
け
ま
す
の
で
期

限
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

□問
 

障
害
者
支
援
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
１
／
�

７
１
５
８
―
２
７
２
７

乳
が
ん
集
団
検
診
を
実
施

対
象
は　

歳
以
上
の
方

40

診
票
で
確
認
を
。

　

市
で
実
施
す
る
乳
が
ん

検
診
は
、　

歳
以
上
奇
数

４０

年
齢
の
方
は
視
触
診
、　
４０

歳
以
上
偶
数
年
齢
の
方
は

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
と

な
っ
て
い
ま
す
（
別
表
参

照
）。マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

診
対
象
の
方
に
は
、　

月
１１

中
旬
に
受
診
票
を
送
付
し
、

　

月
か
ら
集
団
検
診
を
行

１２い
ま
す
。
な
お
、　

歳
〜

３０

　

歳
ま
で
の
女
性
は
個
別

３９検
診
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

市
の
事
業
に
皆
さ
ん
の
声
を

各
種
審
議
会
の
委
員
を
募
集

　
　

月　

日
か
ら
乳
が
ん

１０

１６

集
団
検
診
（
視
触
診
）
を

実
施
し
ま
す
。
対
象
は　
４０

歳
以
上
で
、
平
成　

年
４

２０

月
１
日
時
点
で
の
年
齢
が

奇
数
年
齢
の
女
性
で
す
。

登
録
し
た
方
に
は
９
月
下

旬
に
受
診
票
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
届
い
て
な
い
方

は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
会

場
や
日
程
な
ど
詳
細
は
受

�
　

市
で
は
、
任
期
満
了
に

伴
う
補
助
金
等
審
議
会
委

員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

補
助
金
等
審
議
会
は
、

市
が
交
付
す
る
補
助
金
等

の
適
正
な
交
付
を
図
る
た

め
、
平
成　

年
８
月
に
設

１６

置
さ
れ
た
も
の
で
、
市
長

の
諮
問
に
応
じ
て
必
要
な

調
査
や
審
議
を
行
い
ま
す
。

補
助
金
等
審
議

会
委
員　
　
　

　

今
回
は
、
行
政
経
験
者

２
人
と
市
民
代
表
３
人
を

募
集
し
ま
す
。

　

▽
応
募
資
格
／
募
集
人

員
＝
①
行
政
経
験
者
…
国

・
県
・
市
等
の
行
政
経
験

を
有
す
る
方
（
元
流
山
市

職
員
を
除
く
）
／
２
人
②

市
民
代
表
…
市
内
在
住
の

方
／
３
人
※
①
②
と
も
現

在
市
か
ら
補
助
金
を
受
け

て
い
る
団
体
に
所
属
し
て

お
ら
ず
、
市
税
等
の
滞
納

が
な
い
方
▽
活
動
予
定
＝

年
６
回
程
度
の
会
議
（
平

日
開
催
予
定
）
▽
報
酬
＝

日
額
７
２
０
０
円
（
交
通

費
含
む
）
▽
任
期
＝
委
嘱

日
か
ら
３
年
間
（
平
成　
１９

年　

月
委
嘱
予
定
）
▽
応

１２
募
方
法
＝
「
応
募
の
動
機

と
市
の
補
助
金
に
つ
い
て
」

を
８
０
０
字
程
度
に
ま
と

め
、
市
販
の
履
歴
書
（
写

真
貼
付
）
に
必
要
事
項
を

明
記
の
上
、　

月
２
日（
必

１１

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
９
２
流
山
市
役
所
財

政
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

（
応
募
書
類
等
は
返
却
し

ま
せ
ん
）
▽
選
考
方
法
＝

書
類
審
査
お
よ
び
面
接
※

応
募
者
全
員
に
合
否
を
通

知
。
採
用
者
は
広
報
お
よ

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
ま
す

　

□問
 

財
政
課
�
７
１
５
０

―
６
０
７
１

�
　

任
期
満
了
に
伴
う
下
水

道
事
業
運
営
審
議
会
委
員

下
水
道
事
業
運

営
審
議
会
委
員

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

本
市
の
公
共
下
水
道
整

備
は
、
昭
和　

年
着
手
、

４８

同　

年
一
部
供
用
開
始
と

６１
な
り
、
平
成　

年
４
月
１

１９

日
現
在
の
普
及
率
が　

パ
６４

ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

下
水
道
事
業
運
営
審
議

会
は
、
公
共
下
水
道
の
使

用
料
お
よ
び
受
益
者
負
担

金
に
関
す
る
事
項
や
、
下

水
道
事
業
の
運
営
に
関
し
、

調
査
や
審
議
を
し
、
市
長

に
答
申
・
建
議
を
行
い
ま

す
。

　

▽
応
募
資
格
／
募
集
人

員
＝　

歳
以
上
で
市
内
在

２０

住
の
方
／
２
人
▽
活
動
予

定
＝
年
２
回
程
度
の
会
議

（
平
日
開
催
予
定
）
▽
報

酬
＝
日
額
７
２
０
０
円

（
交
通
費
含
む
）
▽
任
期

＝
委
嘱
日
か
ら
２
年
間 

（
平
成　

年
２
月
委
嘱
予

２０

定
）
▽
応
募
方
法
＝
「
応

募
理
由
お
よ
び
公
共
下
水

道
に
対
す
る
考
え
方
」
を

８
０
０
字
以
内
に
ま
と 

め
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、　
１０

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

２５
〒
２
７
０
―
０
１
９
２
流

山
市
役
所
下
水
道
業
務
課

へ
郵
送
（
応
募
書
類
等
は

返
却
し
ま
せ
ん
）
▽
選
考

方
法
＝
書
類
審
査
※
応
募

者
全
員
に
合
否
を
通
知
。

採
用
者
は
広
報
お
よ
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

ま
す

　

□問
 

下
水
道
業
務
課
�
７

１
５
０
―
６
０
９
６

地区栄養講座を市内２会場で開催　
　流山市健康づくり推進員による地区栄養講座
を開催します。ご自分の食事を見直すきっかけ
に参加してみませんか。
　▽日程等＝別表のとおり▽対象＝市民▽参加
費＝各回４５０円程度（材料代）▽持ち物＝エプロ
ン、三角巾、ふきん、筆記用具▽申し込み＝電
話で保健センターへ

おとなのための歯みがき教室（全３回）　
　歯周病は、糖尿病や肥満と同様に生活習慣病のひとつ
です。近年では、歯を失う原因となるだけでなく、全身
の病気とのかかわりも指摘されています。
　自分の口の状態を知り、歯周病の発病と進行を予防す
るための教室を開催します。
　▽日時／内容＝別表のとおり▽場所＝保健センター▽
対象／定員＝市民／３０人（先着順）▽参加費＝無料▽申
し込み＝電話で保健センターへ

国民年金保険料
年末調整や確定申告には控除証明書添付を　

　国民年金保険料を社会保険料控除として申告
する場合に、１年間に納付した国民年金保険料
の額を証明した「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」等の添付や提示が義務付けられて
います。
　この控除証明書（ハガキ）は、１１月上旬に社
会保険庁から送付されます。
　年末調整または確定申告の手続きの際に必要
となりますので大切に保管してください。
　※詳細は問い合わせを
　□問 控除証明書専門ダイヤル�０５７０－００
－９９１１／ＩＰ電話専用ダイヤル�０４５－
３２６－１８４０

※年齢は、平成２０年４月１日時点での年齢です

内　　　容日　　　時
・歯周病の危険度チェック（唾液
の分泌測定など）
・講義「歯周病について」

１１月８日�
　１０時３０分～１５時

・危険度チェック結果について
・ホームケアのポイント（実習）
・骨密度測定

１１月１３日�
　１０時～１１時３０分または
　１３時３０分～１５時のいずれか

・口腔内の改善状態の確認（実習）
１１月３０日�
　２回目参加時に予約

　□問 保健センター�７１５４－０３３１

定員
（先着順）テ　ー　マ日程・会場

３０人
中性脂肪って何？
～バランスのとれたメニ
ューを～

１１月７日�
１０時～１３時
保健センター

２０人

おいしく食べてカロリー
セーブ
～バランスメニューでメ
タボ改善～

１１月１５日�
１０時～１３時
南流山センター

　□問 保健センター�７１５４―０３３１
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協働特集協働特集

　

こ
の
制
度
は
、
こ
う
し

た
公
益
的
な
市
民
事
業
が

元
気
に
育
ま
れ
、
地
域
に

波
及
し
て
い
く
こ
と
を
支

援
す
る
制
度
で
す
。

　

▽
補
助
対
象
＝
公
共
の

一
翼
を
担
う
市
民
公
益
事

業
の
実
施
に
必
要
な
印
刷

費
や
材
料
費
、
備
品
な
ど

の
経
費
▽
事
業
期
間
＝
平

成　

年
度
に
実
施
す
る
事

２０
業
▽
補
助
金
額
＝
①
補
助

対
象
経
費
の
総
額
の
１
０

０
分
の　

の
額
②
補
助
対

７０

象
経
費
の
総
額
か
ら
本
事

業
の
収
入
分
を
差
し
引
い

た
額
。
①
②
の
い
ず
れ
か

の
低
い
額
で
予
算
の
範
囲

で
１
０
０
万
円
が
限
度（
補

助
金
の
交
付
は
１
年
度
１

事
業
単
位
。
最
長
３
回
ま

で
。
補
助
金
交
付
は
５
月

末
ご
ろ
の
予
定
）
▽
応
募

資
格
＝
①
団
体
の
構
成
員

が　

人
以
上
で
あ
る
②
市

１０
内
に
事
務
所
等
が
あ
り
、

市
内
で
公
益
事
業
を
行
う

③
事
業
を
遂
行
で
き
、
適

切
な
会
計
処
理
が
な
さ
れ

て
い
る
な
ど
。
詳
細
は
問

　

市
で
は
、
市
民
活
動
団

体
が
自
発
的
に
行
う
公
益

的
な
事
業
を
対
象
に
、
補

助
金
を
交
付
す
る
「
流
山

市
民
活
動
団
体
公
益
事
業

補
助
金
」
の
平
成　

年
度

２０

事
業
を
募
集
し
ま
す
。

　

地
域
で
抱
え
る
課
題
は

年
々
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

環
境
保
全
、子
育
て
支
援
、

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
人

権
、
地
域
連
帯
な
ど
行
政

だ
け
が
一
手
に
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
時
代
か

ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市
民

活
動
が
先
駆
性
、
創
造
性

を
活
か
し
て
公
共
の
一
翼

を
担
い
始
め
ま
し
た
。

い
合
わ
せ
を
▽
申
し
込
み

＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
ま
た

は
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ

ー
備
え
付
け
の
申
請
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し　

月
１０

　

日
〜
平
成　

年
１
月　

１５

２０

３１

日
ま
で
に
市
民
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
へ
持
参
▽
選
考

方
法
＝
学
識
者
や
公
募
市

民
な
ど
で
組
織
す
る
「
協

働
ま
ち
づ
く
り
提
案
調
整

会
議
」
に
お
い
て
、
応
募

者
に
よ
る
公
開
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
（
説
明
会
）

を
行
っ
て
審
査
し
、
そ
の

内
容
を
尊
重
し
市
が
決
定

▽
事
前
説
明
会
＝　

月
７

１１

日
�　

時
〜　

時
、
生
涯

１４

１５

学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

　

□問
 

市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
０
―
４
３

５
５

委
員
を
公
募
し
ま
す

協
働
ま
ち
づ
く
り
提
案
調
整
会
議

　

市
で
は
、
任
期
満
了
に

伴
う
「
協
働
ま
ち
づ
く
り

提
案
調
整
会
議
」
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

　

同
会
議
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
が
行
う
市
民
公
益
事
業

の
公
募
提
案
に
対
す
る
補

助
金
交
付
の
審
査
や
事
業

評
価
な
ど
を
行
う
も
の
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

　

▽
応
募
資
格
＝
市
民
活

動
の
経
験
の
あ
る
市
民
ま

た
は
関
心
の
あ
る
方
▽
募

集
人
員
＝
３
人
▽
活
動
内

容
＝
年
６
回
程
度
の
会
議

※
謝
礼
あ
り
▽
任
期
＝
委

嘱
の
日
か
ら
２
年
度
分
の

事
業
評
価
ま
で
▽
選
考
方

法
＝
面
接
▽
応
募
方
法
＝

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

備
え
付
け
の
応
募
用
紙

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　

月
９
日
（
必
着
）
ま
で

１１に
〒
２
７
０
―
０
１
５
３

流
山
市
中
１
１
０
市
民
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー
ま
で
郵

送
ま
た
は
持
参
※
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
０
―
４
３

５
５

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

中
間
報
告
会
を
開
催

補
助
金
交
付
の
８
事
業
で

　

流
山
市
民
活
動
団
体
公

益
事
業
補
助
金
を
交
付
し

た
８
事
業
の
進
捗
状
況
な

ど
を
確
認
す
る
中
間
報
告

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

市
民
活
動
団
体
が
自
発
的

に
行
う
公
益
的
な
事
業
を

助
成
し
、
公
共
の
一
翼
を

担
う
市
民
と
の
協
働
に
向

け
た
制
度
と
し
て
平
成　
１８

年
度
に
始
ま
り
、
２
年
目

を
迎
え
た
も
の
で
す
。

　

今
後
、
本
制
度
へ
の
応

募
を
検
討
さ
れ
て
い
る
市

民
活
動
団
体
の
方
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動
に
関
心
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

２８

９
時　

分
〜　

時
▽
場
所

３０

１２

＝
市
役
所
４
階
委
員
会
室

▽
内
容
＝
平
成　

年
度
市

１９

民
活
動
団
体
公
益
事
業
補

助
金
交
付
事
業
の
中
間
報

告
▽
傍
聴
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
０
―
４
３

５
５

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

振
り
込
め
詐
欺 

に
ご
注
意
を

　

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害

に
遭
い
そ
う
に
な
っ
て
い

た
市
内
の
主
婦
に
助
言
を

し
て
、「
事
件
を
未
然
に
防

止
し
た
」
と
、
流
山
警
察

署
で　

月
３
日
、
千
葉
興

１０

業
銀
行
南
流
山
支
店
業
務

課
長
の
湯
浅
由
起
恵
さ
ん

に
唐
鎌
茂
夫
署
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

振
り
込
め
詐
欺
は
手
口

が
大
変
巧
妙
化
し
て
お
り
、

市
内
で
も
８
月
初
旬
か
ら

９
月
末
ま
で
の
間
、
税
務

署
員
を
名
乗
り
、
還
付
金

を
騙
る
詐
欺
が
８
件
発
生

し
て
お
り
、
男
女
８
人
が

総
額
約
１
１
３
０
万
円
を

振
り
込
ん
で
し
ま
う
被
害

に
遭
っ
て
い
ま
す
。

　

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

流
山
警
察
署
�
７
１

５
９
―
０
１
１
０

秋
雨
の
中
で 

消
防
操
法
大
会

　

９
月　

日
、
文
化
会
館

３０

駐
車
場
で
降
り
し
き
る
秋

雨
の
中
、
第　

回
消
防
団

１６

実
戦
消
防
操
法
大
会
が
行

わ
れ
、
２
８
０
人
の
団
員

が
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
訓

練
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で

は
第　

分
団
が
優
勝
、
準

２３

優
勝
は
第　

分
団
、
３
位

１９

は
第
４
分
団
で
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

で
は
第　

分
団
が
優
勝
、

１６

準
優
勝
は
第　

分
団
、
３

１０

位
が
第
６
分
団
、
４
位
が

第
９
分
団
、
５
位
が
第　
２０

分
団
で
し
た
。
消
防
団
員

の
皆
さ
ん
は
、
日
ご
ろ
は

自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が

ら
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
、

消
火
な
ど
に
駆
け
つ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

□問
 

消
防
総
務
課
�
７
１

５
８
―
０
２
９
９

平
日
夜
間
診
療 

も
ス
タ
ー
ト

　
　

月
１
日
か
ら
、
流
山

１０
市
平
日
夜
間
・
休
日
診
療

所
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

従
来
の
日
曜
・
祝
日
、

年
末
年
始
に
加
え
、
新
た

に
、
平
日
の
夜
間
も
、
急

に
具
合
の
悪
く
な
っ
た
方

に
、
応
急
処
置
を
行
う
た

め
に
平
日
夜
間
・
休
日
診

療
所
を
開
設
し
た
も
の
で

す
。
初
日
と
な
っ
た　

月
１０

１
日
に
い
ら
し
た
運
藤
楓

太
く
ん
（
５
歳
）
は
、
当

番
で
診
療
に
当
た
ら
れ
た

流
山
市
医
師
会
長
の
町
谷

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
学
ぼ
う

　

市
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

の
市
民
活
動
団
体
が
抱
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解

決
の
ヒ
ン
ト
に
し
て
い
た

っ
て
い
る
方
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
講
座

の
日
程
と
内
容
は
別
表
の

と
お
り
。

　

４
回
連
続
の
参
加
で
も
、

１
回
だ
け
の
参
加
で
も
大

丈
夫
で
す
。
会
場
は
い
ず

れ
も
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
、参
加
費
は
無
料
で
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　

月
９
日
ま
で
に
電
話
で

１１市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

へ
。

　

□問
 

市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
０
―
４
３

５
５

地
域
デ
ビ
ュ
ー
を
応
援

地
域
デ
ビ
ュ
ー
を
応
援

市
民
活
動
見
本
市
に
参
加
を

置
し
て
い
た
だ
き
、
地
域

デ
ビ
ュ
ー
を
希
望
す
る
来

場
者
と
の
交
流
の
場
を
作

り
ま
す
。

　９月１５日に行われた協働まちづくりフォーラム 
,
０７

　昨年度の中間報告会

　感謝状を受ける湯浅さん　消防団は街の義勇団

要

視点を
ことで、
ってい
対応策
察のきっ
す。

何を伝
いう基本
呼びか
あわせた
広報内
的な広

（会費、
入、補助
につい
メリッ
を検証

から」で
たに参
という
出してい
です。団
業計画の
います。

公
益
事
業
を
募
集

公
益
事
業
を
募
集

市
民
団
体
を
対
象
に
補
助
金

（　）　　 第１１４８号５

肇
彦
先
生
に
診
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

平
日
夜
間
・
休
日
診
療

所
は
、
西
初
石
の
保
健
セ

ン
タ
ー
内
で
�
７
１
５
５

―
３
４
５
６
で
す
。

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事 

業
も
ス
タ
ー
ト

　
　

月
１
日
か
ら
流
山
市

１０
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
江
戸
川
台
東

口
商
店
街
の
ふ
れ
あ
い
ホ

ー
ル
と
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
の
２
カ
所
。
市
で
は
今

年
度
か
ら
新
た
に
、
一
人

ひ
と
り
に
適
し
た
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
体
力
ア
ッ
プ

や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）
の
予
防
・
改
善
を
し

て
い
た
だ
く
ヘ
ル
ス
ア
ッ

プ
事
業
を
ス
タ
ー
ト
。
筑

波
大
学
大
学
院
久
野
譜
也

准
教
授
が
開
発
し
た
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
エ
ア
ロ

バ
イ
ク
な
ど
を
使
っ
て
、

「
運
動
は
苦
手
」
と
お
っ

し
ゃ
る
皆
さ
ん
も
楽
し
く

続
け
て
い
ま
す
。

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

杜
の
ア
ト
リ
エ
で 

バ
ラ
を
楽
し
む

　

杜
の
ア
ト
リ
エ
黎
明
で

は
、
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
等
を
開
催
し
ま
す
。

　

【
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
】

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１０

２６

〜　

月
４
日
�
▽
時
間
＝

１１
９
時
〜　

時　

分
▽
場
所

１６

５０

＝
杜
の
ア
ト
リ
エ
黎
明
▽

内
容
＝
鉢
バ
ラ
を
中
心
に
、

一
部
地
植
え
に
よ
る
庭
園

内
の
バ
ラ
修
景
展
示
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
内
で
の
関
連
展

示
、
バ
ラ
苗
・
バ
ラ
関
連

書
籍
の
販
売
▽
入
場
料
＝

無
料

　

【
バ
ラ
初
級
講
座
】

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

２７

　

時　

分
〜　

時
▽
場
所

１０

３０

１２

＝
杜
の
ア
ト
リ
エ
黎
明
▽

内
容
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
の
園

芸
講
師
・
河
合
伸
志
さ
ん

に
よ
る
秋
の
手
入
れ
と
管

理
の
方
法
▽
対
象
／
定
員

＝
市
民
／　

人（
先
着
順
）

１５

▽
参
加
費
＝
２
０
０
０
円

（
飲
み
物
付
き
）
▽
申
し

込
み
＝
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
一
茶
双
樹
記
念

館
へ

　

□問
 

一
茶
双
樹
記
念
館
�

・
�
７
１
５
０
―
５
７
５

０

だ
こ
う
と
「
市
民
活
動
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

現
在
、
市
民
活
動
を
運

営
し
て
い
る
方
や
こ
れ
か

ら
活
動
し
て
み
よ
う
と
思

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

市
民
活
動
見
本
市
に
参
加
を

　

市
で
は
、
ま
ち
ネ
ッ
ト

流
山（
伊
勢
良
一
理
事
長
）

と
共
催
で
、
シ
ニ
ア
世
代

の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
を
応
援

す
る
企
画
「
地
域
デ
ビ
ュ

ー
の
た
め
の
見
本
市
」を
、

来
年
２
月
２
日
�
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
仲
間
を
増
や

し
た
い
と
考
え
る
趣
味
や

ス
ポ
ー
ツ
の
サ
ー
ク
ル
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
の
出
展

参
加
を
募
集
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
落
語
家
の
三

遊
亭
ら
ん
丈
さ
ん
を
招
い

て
地
域
デ
ビ
ュ
ー
の
お
話

を
楽
し
む
ほ
か
、
参
加
団

体
に
は
展
示
ブ
ー
ス
を
設

　

▽
日
時
＝
平
成　

年
２

２０

月
２
日
�　

時
〜
▽
場
所

１１

＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽

対
象
＝
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
サ
ー
ク
ル
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
公
益
団
体
（
政
治

活
動
と
宗
教
活
動
の
団
体

は
除
く
）
▽
申
し
込
み
＝

　

月　

日
ま
で
に
電
話
、

１１

３０

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
市
民
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
０
―
４
３

５
５
／
�
７
１
５
０
―
８

８
７
８

　

流
山
お
お
た
か
の
森
駅

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

（
宮
原
哲
也
委
員
長
）
で

は
、
今
月　

日
、「
駅
コ
ン

１６

フ
ァ
イ
ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

〜
ワ
ン
・
ナ
イ
ト
・
ジ
ャ

ズ　

お
お
た
か
の
森
」
を

in
開
催
し
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
か
ら
始

１７

１０

ま
っ
た
同
駅
コ
ン
サ
ー
ト

も
今
回
で　

回
目
。
仕
事

１７

帰
り
や
学
校
帰
り
の
人
々

な
ど
に
駅
で
一
日
の
疲
れ

を
癒
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
ジ
ャ
ズ
や
モ
ン
ゴ
ル
音

楽
、
沖
縄
ポ
ッ
プ
ス
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
、
ゴ
ス
ペ
ル
な

ど
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
流
山

お
お
た
か
の
森
駅
自
由
通

路
を
会
場
と
し
て
き
ま
し

た
が
、
自
由
通
路
に
隣
接

す
る
Ｔ
Ｘ
グ
ラ
ン
ド
ア
ベ

ニ
ュ
ー
が　

月　

日
に
完

１１

１９

成
す
る
こ
と
か
ら
、
最
後

の
「
駅
コ
ン
」
と
し
て
開

催
す
る
も
の
で
す
。
入
場

無
料
、
申
し
込
み
不
要
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

１６

　

時　

分
〜　

時
▽
場
所

１８

３０

２０

＝
流
山
お
お
た
か
の
森
駅

自
由
通
路
▽
出
演
＝
神
村

英
男（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）、神

村
晃
司
（
キ
ー
ボ
ー
ド
）、

後
藤
輝
夫
（
テ
ナ
ー
サ
ッ

ク
ス
）、田
附
靖（
ギ
タ
ー
）、

杉
山
茂
生
（
ベ
ー
ス
）、
島

田
忠
男
（
ド
ラ
ム
）、
伊
藤

カ
ヨ
（
ボ
ー
カ
ル
）、
レ
イ

モ
ン
ド
・
マ
ク
モ
ー
リ
ン（
ア

ル
ト
サ
ッ
ク
ス
）
▽
演
奏

曲
＝
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
メ
ロ

ン
マ
ン
」、「
テ
ナ
ー
マ
ッ

ド
ネ
ス
」、「
リ
コ
ー
ダ
ー

ミ
ー
」、「
煙
が
目
に
し
み

る
」、「
千
の
風
に
な
っ
て
」

ほ
か

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

�
７
１
５
０
―
６
３
０
８

　

市
で
は
、
公
共
交
通
機

関
利
用
の
促
進
等
を
図
る

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
別
表
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
環
境
に
配
慮
し
持
続

可
能
な
交
通
体
系
づ
く
り

の
た
め
、
柏
市
な
ど
と
協

力
し
て
行
う
も
の
で
す
。

ご
協
力
を
。

　

①
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
駅
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査

　

Ｔ
Ｘ
利
用
者
を
対
象
に
、

簡
単
な
項
目
で　

問
程
度

２０

で
す
。
配
布
時
に
お
渡
し

す
る
封
筒
を
使
っ
て
郵
送

で
の
回
収
で
す
。

　

②
自
転
車
駐
輪
場
の
利

用
に
関
す
る
居
住
者
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査

　

市
内
Ｔ
Ｘ
各
駅
の
自
転

車
圏
域
の
皆
さ
ん
へ
無
作

為
で
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

郵
送
し
ま
す
。

　

③
総
武
流
山
電
鉄
の
利

用
な
ど
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査

　

南
部
地
域
の
活
性
化
の

た
め
、
総
武
流
山
電
鉄
の

利
用
圏
域
の
皆
さ
ん
へ
無

作
為
で
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

を
郵
送
し
ま
す
。

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

路
線
バ
ス
が
ラ
ッ
ピ
ン
グ

市
と
環
境
省
が
連
携
し
呼
び
掛
け

　

今
月
１
日
か
ら
東
武
バ

ス
イ
ー
ス
ト
の
「
南
流
山

駅
〜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

・
流
山
お
お
た
か
の
森
駅

入
口
」
路
線
を
中
心
に
車

体
に
か
わ
い
い
ラ
ッ
ピ
ン

グ
を
し
た
バ
ス
が
運
行
し

て
い
る
の
を
ご
存
知
で
す

か
。

　

市
が
環
境
省
や
柏
市
と

連
携
し
て
進
め
て
き
た
も

の
で
、
公
共
交
通
機
関
の

利
用
を
促
進
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
し
て
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

バ
ス
車
体
へ
の
ラ
ッ
ピ

ン
グ
は
、
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
絵
を
基
調
に
「
環
境
を

考
え
た
快
適
エ
コ
交
通
」

等
の
文
字
が
印
刷
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

自
家
用
車
の
利
用
か
ら

公
共
交
通
機
関
の
利
用
へ

転
換
を
図
る
Ｐ
Ｒ
を
行
う

こ
と
で
、
環
境
保
全
を
考

え
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

国
土
交
通
省
環
境
行
動
計

画
モ
デ
ル
事
業
の
一
環
と

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
家
用
車
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
も
、
こ
の
機
会

に
、
ぜ
ひ
、
公
共
交
通
機

関
の
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

　団体のパワーアップを

　

昨
年
の
活
動
見
本
市

　CO2削減のために公共交通機関の利用を

　１０月１日の夜間診療所

　江戸川台東のふれあいホール

概　　要テ　ー　マ日　時・講　師

団体の課題を、
持って整理するこ
曖昧なままにな
た課題の認識と
についての考察
かけを作ります

「団体の課題を整理す
る」
「市民活動団体の役
割と活動の意義につい
て」

１１月２０日�
１３：１０～１６：１０
NPOクラブ代表理事
牧野　昌子さん
同事務局長、千葉市
民活動センター長
鍋嶋　洋子さん

だれに対して、
えたいのかとい
的な確認から、
けたい対象にあ
ツールの選定、
容を学び、効果
報を学びます。

「知らせたい人にきち
んと情報を届けるに
は」
―効果的な広報―

１１月２９日�
１３：１０～１６：１０
特定非営利活動法人
「市民活動情報センタ
ー・ハンズオン！埼玉」
副代表理事
吉田　理映子さん

NPOの資金源
寄付、事業収入
・助成、委託）
て、それぞれの
ト、デメリット
します。

「団体の活動資金を確
保するためには」
―何のための資金が、
どれだけ必要か―

平成２０年１月１７日�
１３：１０～１６：１０
中央労働金庫　営業推
進部NPO推進次長
山口　郁子さん

「だれでも良いか
はなく、「あな
加して欲しい」
メッセージを出
くことが大切で
体の今後の事業
作成を実際に行い

「必要な人材を確保し、
共感の輪を広げていく
ためには」

平成２０年１月２９日�
１３：１０～１６：１０
NPOクラブ代表理事
牧野　昌子さん
同事務局長、千葉市
民活動センター長
鍋嶋　洋子さん

回収方法配布方法実施期間名　　　称

配布時にお
渡しする封
筒で郵送

ＴＸ各駅（県内
５駅）で配布

１０月２５日
～１１月１４日

①つくばエクスプレス駅利
用者アンケート調査

無作為で５００人
に郵送

１０月２５日
～１１月７日

②自転車駐輪場の利用に関

する居住者アンケート調査

無作為で３０００
人に郵送等

１０月１９日
～１１月３日

③総武流山電鉄の利用など
に関するアンケート調査

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
へ

日

　

日
、
最
後
の

、
最
後
の
駅
コ
ン

駅
コ
ン

１６１６

お
お
た
か
の
森
駅
で
ジ
ャ
ズ

お
お
た
か
の
森
駅
で
ジ
ャ
ズ
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協働特集協働特集

　

こ
の
制
度
は
、
こ
う
し

た
公
益
的
な
市
民
事
業
が

元
気
に
育
ま
れ
、
地
域
に

波
及
し
て
い
く
こ
と
を
支

援
す
る
制
度
で
す
。

　

▽
補
助
対
象
＝
公
共
の

一
翼
を
担
う
市
民
公
益
事

業
の
実
施
に
必
要
な
印
刷

費
や
材
料
費
、
備
品
な
ど

の
経
費
▽
事
業
期
間
＝
平

成　

年
度
に
実
施
す
る
事

２０
業
▽
補
助
金
額
＝
①
補
助

対
象
経
費
の
総
額
の
１
０

０
分
の　

の
額
②
補
助
対

７０

象
経
費
の
総
額
か
ら
本
事

業
の
収
入
分
を
差
し
引
い

た
額
。
①
②
の
い
ず
れ
か

の
低
い
額
で
予
算
の
範
囲

で
１
０
０
万
円
が
限
度（
補

助
金
の
交
付
は
１
年
度
１

事
業
単
位
。
最
長
３
回
ま

で
。
補
助
金
交
付
は
５
月

末
ご
ろ
の
予
定
）
▽
応
募

資
格
＝
①
団
体
の
構
成
員

が　

人
以
上
で
あ
る
②
市

１０
内
に
事
務
所
等
が
あ
り
、

市
内
で
公
益
事
業
を
行
う

③
事
業
を
遂
行
で
き
、
適

切
な
会
計
処
理
が
な
さ
れ

て
い
る
な
ど
。
詳
細
は
問

　

市
で
は
、
市
民
活
動
団

体
が
自
発
的
に
行
う
公
益

的
な
事
業
を
対
象
に
、
補

助
金
を
交
付
す
る
「
流
山

市
民
活
動
団
体
公
益
事
業

補
助
金
」
の
平
成　

年
度

２０

事
業
を
募
集
し
ま
す
。

　

地
域
で
抱
え
る
課
題
は

年
々
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

環
境
保
全
、子
育
て
支
援
、

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
人

権
、
地
域
連
帯
な
ど
行
政

だ
け
が
一
手
に
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
時
代
か

ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市
民

活
動
が
先
駆
性
、
創
造
性

を
活
か
し
て
公
共
の
一
翼

を
担
い
始
め
ま
し
た
。

い
合
わ
せ
を
▽
申
し
込
み

＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
ま
た

は
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ

ー
備
え
付
け
の
申
請
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し　

月
１０

　

日
〜
平
成　

年
１
月　

１５

２０

３１

日
ま
で
に
市
民
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
へ
持
参
▽
選
考

方
法
＝
学
識
者
や
公
募
市

民
な
ど
で
組
織
す
る
「
協

働
ま
ち
づ
く
り
提
案
調
整

会
議
」
に
お
い
て
、
応
募

者
に
よ
る
公
開
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
（
説
明
会
）

を
行
っ
て
審
査
し
、
そ
の

内
容
を
尊
重
し
市
が
決
定

▽
事
前
説
明
会
＝　

月
７

１１

日
�　

時
〜　

時
、
生
涯

１４

１５

学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

　

□問
 

市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
０
―
４
３

５
５

委
員
を
公
募
し
ま
す

協
働
ま
ち
づ
く
り
提
案
調
整
会
議

　

市
で
は
、
任
期
満
了
に

伴
う
「
協
働
ま
ち
づ
く
り

提
案
調
整
会
議
」
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

　

同
会
議
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
が
行
う
市
民
公
益
事
業

の
公
募
提
案
に
対
す
る
補

助
金
交
付
の
審
査
や
事
業

評
価
な
ど
を
行
う
も
の
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

　

▽
応
募
資
格
＝
市
民
活

動
の
経
験
の
あ
る
市
民
ま

た
は
関
心
の
あ
る
方
▽
募

集
人
員
＝
３
人
▽
活
動
内

容
＝
年
６
回
程
度
の
会
議

※
謝
礼
あ
り
▽
任
期
＝
委

嘱
の
日
か
ら
２
年
度
分
の

事
業
評
価
ま
で
▽
選
考
方

法
＝
面
接
▽
応
募
方
法
＝

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

備
え
付
け
の
応
募
用
紙

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　

月
９
日
（
必
着
）
ま
で

１１に
〒
２
７
０
―
０
１
５
３

流
山
市
中
１
１
０
市
民
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー
ま
で
郵

送
ま
た
は
持
参
※
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
０
―
４
３

５
５

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

中
間
報
告
会
を
開
催

補
助
金
交
付
の
８
事
業
で

　

流
山
市
民
活
動
団
体
公

益
事
業
補
助
金
を
交
付
し

た
８
事
業
の
進
捗
状
況
な

ど
を
確
認
す
る
中
間
報
告

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

市
民
活
動
団
体
が
自
発
的

に
行
う
公
益
的
な
事
業
を

助
成
し
、
公
共
の
一
翼
を

担
う
市
民
と
の
協
働
に
向

け
た
制
度
と
し
て
平
成　
１８

年
度
に
始
ま
り
、
２
年
目

を
迎
え
た
も
の
で
す
。

　

今
後
、
本
制
度
へ
の
応

募
を
検
討
さ
れ
て
い
る
市

民
活
動
団
体
の
方
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動
に
関
心
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

２８

９
時　

分
〜　

時
▽
場
所

３０

１２

＝
市
役
所
４
階
委
員
会
室

▽
内
容
＝
平
成　

年
度
市

１９

民
活
動
団
体
公
益
事
業
補

助
金
交
付
事
業
の
中
間
報

告
▽
傍
聴
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
０
―
４
３

５
５

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

振
り
込
め
詐
欺 

に
ご
注
意
を

　

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害

に
遭
い
そ
う
に
な
っ
て
い

た
市
内
の
主
婦
に
助
言
を

し
て
、「
事
件
を
未
然
に
防

止
し
た
」
と
、
流
山
警
察

署
で　

月
３
日
、
千
葉
興

１０

業
銀
行
南
流
山
支
店
業
務

課
長
の
湯
浅
由
起
恵
さ
ん

に
唐
鎌
茂
夫
署
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

振
り
込
め
詐
欺
は
手
口

が
大
変
巧
妙
化
し
て
お
り
、

市
内
で
も
８
月
初
旬
か
ら

９
月
末
ま
で
の
間
、
税
務

署
員
を
名
乗
り
、
還
付
金

を
騙
る
詐
欺
が
８
件
発
生

し
て
お
り
、
男
女
８
人
が

総
額
約
１
１
３
０
万
円
を

振
り
込
ん
で
し
ま
う
被
害

に
遭
っ
て
い
ま
す
。

　

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

流
山
警
察
署
�
７
１

５
９
―
０
１
１
０

秋
雨
の
中
で 

消
防
操
法
大
会

　

９
月　

日
、
文
化
会
館

３０

駐
車
場
で
降
り
し
き
る
秋

雨
の
中
、
第　

回
消
防
団

１６

実
戦
消
防
操
法
大
会
が
行

わ
れ
、
２
８
０
人
の
団
員

が
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
訓

練
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で

は
第　

分
団
が
優
勝
、
準

２３

優
勝
は
第　

分
団
、
３
位

１９

は
第
４
分
団
で
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

で
は
第　

分
団
が
優
勝
、

１６

準
優
勝
は
第　

分
団
、
３

１０

位
が
第
６
分
団
、
４
位
が

第
９
分
団
、
５
位
が
第　
２０

分
団
で
し
た
。
消
防
団
員

の
皆
さ
ん
は
、
日
ご
ろ
は

自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が

ら
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
、

消
火
な
ど
に
駆
け
つ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

□問
 

消
防
総
務
課
�
７
１

５
８
―
０
２
９
９

平
日
夜
間
診
療 

も
ス
タ
ー
ト

　
　

月
１
日
か
ら
、
流
山

１０
市
平
日
夜
間
・
休
日
診
療

所
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

従
来
の
日
曜
・
祝
日
、

年
末
年
始
に
加
え
、
新
た

に
、
平
日
の
夜
間
も
、
急

に
具
合
の
悪
く
な
っ
た
方

に
、
応
急
処
置
を
行
う
た

め
に
平
日
夜
間
・
休
日
診

療
所
を
開
設
し
た
も
の
で

す
。
初
日
と
な
っ
た　

月
１０

１
日
に
い
ら
し
た
運
藤
楓

太
く
ん
（
５
歳
）
は
、
当

番
で
診
療
に
当
た
ら
れ
た

流
山
市
医
師
会
長
の
町
谷

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
学
ぼ
う

　

市
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

の
市
民
活
動
団
体
が
抱
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解

決
の
ヒ
ン
ト
に
し
て
い
た

っ
て
い
る
方
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
講
座

の
日
程
と
内
容
は
別
表
の

と
お
り
。

　

４
回
連
続
の
参
加
で
も
、

１
回
だ
け
の
参
加
で
も
大

丈
夫
で
す
。
会
場
は
い
ず

れ
も
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
、参
加
費
は
無
料
で
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　

月
９
日
ま
で
に
電
話
で

１１市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

へ
。

　

□問
 

市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
０
―
４
３

５
５

地
域
デ
ビ
ュ
ー
を
応
援

地
域
デ
ビ
ュ
ー
を
応
援

市
民
活
動
見
本
市
に
参
加
を

置
し
て
い
た
だ
き
、
地
域

デ
ビ
ュ
ー
を
希
望
す
る
来

場
者
と
の
交
流
の
場
を
作

り
ま
す
。

　９月１５日に行われた協働まちづくりフォーラム 
,
０７

　昨年度の中間報告会

　感謝状を受ける湯浅さん　消防団は街の義勇団

要

視点を
ことで、
ってい
対応策
察のきっ
す。

何を伝
いう基本
呼びか
あわせた
広報内
的な広

（会費、
入、補助
につい
メリッ
を検証

から」で
たに参
という
出してい
です。団
業計画の
います。

公
益
事
業
を
募
集

公
益
事
業
を
募
集

市
民
団
体
を
対
象
に
補
助
金

（　）　　 第１１４８号５

肇
彦
先
生
に
診
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

平
日
夜
間
・
休
日
診
療

所
は
、
西
初
石
の
保
健
セ

ン
タ
ー
内
で
�
７
１
５
５

―
３
４
５
６
で
す
。

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事 

業
も
ス
タ
ー
ト

　
　

月
１
日
か
ら
流
山
市

１０
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
江
戸
川
台
東

口
商
店
街
の
ふ
れ
あ
い
ホ

ー
ル
と
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
の
２
カ
所
。
市
で
は
今

年
度
か
ら
新
た
に
、
一
人

ひ
と
り
に
適
し
た
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
体
力
ア
ッ
プ

や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）
の
予
防
・
改
善
を
し

て
い
た
だ
く
ヘ
ル
ス
ア
ッ

プ
事
業
を
ス
タ
ー
ト
。
筑

波
大
学
大
学
院
久
野
譜
也

准
教
授
が
開
発
し
た
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
エ
ア
ロ

バ
イ
ク
な
ど
を
使
っ
て
、

「
運
動
は
苦
手
」
と
お
っ

し
ゃ
る
皆
さ
ん
も
楽
し
く

続
け
て
い
ま
す
。

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

杜
の
ア
ト
リ
エ
で 

バ
ラ
を
楽
し
む

　

杜
の
ア
ト
リ
エ
黎
明
で

は
、
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
等
を
開
催
し
ま
す
。

　

【
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
】

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１０

２６

〜　

月
４
日
�
▽
時
間
＝

１１
９
時
〜　

時　

分
▽
場
所

１６

５０

＝
杜
の
ア
ト
リ
エ
黎
明
▽

内
容
＝
鉢
バ
ラ
を
中
心
に
、

一
部
地
植
え
に
よ
る
庭
園

内
の
バ
ラ
修
景
展
示
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
内
で
の
関
連
展

示
、
バ
ラ
苗
・
バ
ラ
関
連

書
籍
の
販
売
▽
入
場
料
＝

無
料

　

【
バ
ラ
初
級
講
座
】

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

２７

　

時　

分
〜　

時
▽
場
所

１０

３０

１２

＝
杜
の
ア
ト
リ
エ
黎
明
▽

内
容
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
の
園

芸
講
師
・
河
合
伸
志
さ
ん

に
よ
る
秋
の
手
入
れ
と
管

理
の
方
法
▽
対
象
／
定
員

＝
市
民
／　

人（
先
着
順
）

１５

▽
参
加
費
＝
２
０
０
０
円

（
飲
み
物
付
き
）
▽
申
し

込
み
＝
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
一
茶
双
樹
記
念

館
へ

　

□問
 

一
茶
双
樹
記
念
館
�

・
�
７
１
５
０
―
５
７
５

０

だ
こ
う
と
「
市
民
活
動
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

現
在
、
市
民
活
動
を
運

営
し
て
い
る
方
や
こ
れ
か

ら
活
動
し
て
み
よ
う
と
思

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

市
民
活
動
見
本
市
に
参
加
を

　

市
で
は
、
ま
ち
ネ
ッ
ト

流
山（
伊
勢
良
一
理
事
長
）

と
共
催
で
、
シ
ニ
ア
世
代

の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
を
応
援

す
る
企
画
「
地
域
デ
ビ
ュ

ー
の
た
め
の
見
本
市
」を
、

来
年
２
月
２
日
�
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
仲
間
を
増
や

し
た
い
と
考
え
る
趣
味
や

ス
ポ
ー
ツ
の
サ
ー
ク
ル
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
の
出
展

参
加
を
募
集
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
落
語
家
の
三

遊
亭
ら
ん
丈
さ
ん
を
招
い

て
地
域
デ
ビ
ュ
ー
の
お
話

を
楽
し
む
ほ
か
、
参
加
団

体
に
は
展
示
ブ
ー
ス
を
設

　

▽
日
時
＝
平
成　

年
２

２０

月
２
日
�　

時
〜
▽
場
所

１１

＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽

対
象
＝
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
サ
ー
ク
ル
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
公
益
団
体
（
政
治

活
動
と
宗
教
活
動
の
団
体

は
除
く
）
▽
申
し
込
み
＝

　

月　

日
ま
で
に
電
話
、

１１

３０

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
市
民
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
０
―
４
３

５
５
／
�
７
１
５
０
―
８

８
７
８

　

流
山
お
お
た
か
の
森
駅

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

（
宮
原
哲
也
委
員
長
）
で

は
、
今
月　

日
、「
駅
コ
ン

１６

フ
ァ
イ
ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

〜
ワ
ン
・
ナ
イ
ト
・
ジ
ャ

ズ　

お
お
た
か
の
森
」
を

in
開
催
し
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
か
ら
始

１７

１０

ま
っ
た
同
駅
コ
ン
サ
ー
ト

も
今
回
で　

回
目
。
仕
事

１７

帰
り
や
学
校
帰
り
の
人
々

な
ど
に
駅
で
一
日
の
疲
れ

を
癒
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
ジ
ャ
ズ
や
モ
ン
ゴ
ル
音

楽
、
沖
縄
ポ
ッ
プ
ス
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
、
ゴ
ス
ペ
ル
な

ど
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
流
山

お
お
た
か
の
森
駅
自
由
通

路
を
会
場
と
し
て
き
ま
し

た
が
、
自
由
通
路
に
隣
接

す
る
Ｔ
Ｘ
グ
ラ
ン
ド
ア
ベ

ニ
ュ
ー
が　

月　

日
に
完

１１

１９

成
す
る
こ
と
か
ら
、
最
後

の
「
駅
コ
ン
」
と
し
て
開

催
す
る
も
の
で
す
。
入
場

無
料
、
申
し
込
み
不
要
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

１６

　

時　

分
〜　

時
▽
場
所

１８

３０

２０

＝
流
山
お
お
た
か
の
森
駅

自
由
通
路
▽
出
演
＝
神
村

英
男（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）、神

村
晃
司
（
キ
ー
ボ
ー
ド
）、

後
藤
輝
夫
（
テ
ナ
ー
サ
ッ

ク
ス
）、田
附
靖（
ギ
タ
ー
）、

杉
山
茂
生
（
ベ
ー
ス
）、
島

田
忠
男
（
ド
ラ
ム
）、
伊
藤

カ
ヨ
（
ボ
ー
カ
ル
）、
レ
イ

モ
ン
ド
・
マ
ク
モ
ー
リ
ン（
ア

ル
ト
サ
ッ
ク
ス
）
▽
演
奏

曲
＝
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
メ
ロ

ン
マ
ン
」、「
テ
ナ
ー
マ
ッ

ド
ネ
ス
」、「
リ
コ
ー
ダ
ー

ミ
ー
」、「
煙
が
目
に
し
み

る
」、「
千
の
風
に
な
っ
て
」

ほ
か

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

�
７
１
５
０
―
６
３
０
８

　

市
で
は
、
公
共
交
通
機

関
利
用
の
促
進
等
を
図
る

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
別
表
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
環
境
に
配
慮
し
持
続

可
能
な
交
通
体
系
づ
く
り

の
た
め
、
柏
市
な
ど
と
協

力
し
て
行
う
も
の
で
す
。

ご
協
力
を
。

　

①
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
駅
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査

　

Ｔ
Ｘ
利
用
者
を
対
象
に
、

簡
単
な
項
目
で　

問
程
度

２０

で
す
。
配
布
時
に
お
渡
し

す
る
封
筒
を
使
っ
て
郵
送

で
の
回
収
で
す
。

　

②
自
転
車
駐
輪
場
の
利

用
に
関
す
る
居
住
者
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査

　

市
内
Ｔ
Ｘ
各
駅
の
自
転

車
圏
域
の
皆
さ
ん
へ
無
作

為
で
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

郵
送
し
ま
す
。

　

③
総
武
流
山
電
鉄
の
利

用
な
ど
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査

　

南
部
地
域
の
活
性
化
の

た
め
、
総
武
流
山
電
鉄
の

利
用
圏
域
の
皆
さ
ん
へ
無

作
為
で
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

を
郵
送
し
ま
す
。

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

路
線
バ
ス
が
ラ
ッ
ピ
ン
グ

市
と
環
境
省
が
連
携
し
呼
び
掛
け

　

今
月
１
日
か
ら
東
武
バ

ス
イ
ー
ス
ト
の
「
南
流
山

駅
〜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

・
流
山
お
お
た
か
の
森
駅

入
口
」
路
線
を
中
心
に
車

体
に
か
わ
い
い
ラ
ッ
ピ
ン

グ
を
し
た
バ
ス
が
運
行
し

て
い
る
の
を
ご
存
知
で
す

か
。

　

市
が
環
境
省
や
柏
市
と

連
携
し
て
進
め
て
き
た
も

の
で
、
公
共
交
通
機
関
の

利
用
を
促
進
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
し
て
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

バ
ス
車
体
へ
の
ラ
ッ
ピ

ン
グ
は
、
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
絵
を
基
調
に
「
環
境
を

考
え
た
快
適
エ
コ
交
通
」

等
の
文
字
が
印
刷
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

自
家
用
車
の
利
用
か
ら

公
共
交
通
機
関
の
利
用
へ

転
換
を
図
る
Ｐ
Ｒ
を
行
う

こ
と
で
、
環
境
保
全
を
考

え
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

国
土
交
通
省
環
境
行
動
計

画
モ
デ
ル
事
業
の
一
環
と

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
家
用
車
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
も
、
こ
の
機
会

に
、
ぜ
ひ
、
公
共
交
通
機

関
の
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

　団体のパワーアップを

　

昨
年
の
活
動
見
本
市

　CO2削減のために公共交通機関の利用を

　１０月１日の夜間診療所

　江戸川台東のふれあいホール

概　　要テ　ー　マ日　時・講　師

団体の課題を、
持って整理するこ
曖昧なままにな
た課題の認識と
についての考察
かけを作ります

「団体の課題を整理す
る」
「市民活動団体の役
割と活動の意義につい
て」

１１月２０日�
１３：１０～１６：１０
NPOクラブ代表理事
牧野　昌子さん
同事務局長、千葉市
民活動センター長
鍋嶋　洋子さん

だれに対して、
えたいのかとい
的な確認から、
けたい対象にあ
ツールの選定、
容を学び、効果
報を学びます。

「知らせたい人にきち
んと情報を届けるに
は」
―効果的な広報―

１１月２９日�
１３：１０～１６：１０
特定非営利活動法人
「市民活動情報センタ
ー・ハンズオン！埼玉」
副代表理事
吉田　理映子さん

NPOの資金源
寄付、事業収入
・助成、委託）
て、それぞれの
ト、デメリット
します。

「団体の活動資金を確
保するためには」
―何のための資金が、
どれだけ必要か―

平成２０年１月１７日�
１３：１０～１６：１０
中央労働金庫　営業推
進部NPO推進次長
山口　郁子さん

「だれでも良いか
はなく、「あな
加して欲しい」
メッセージを出
くことが大切で
体の今後の事業
作成を実際に行い

「必要な人材を確保し、
共感の輪を広げていく
ためには」

平成２０年１月２９日�
１３：１０～１６：１０
NPOクラブ代表理事
牧野　昌子さん
同事務局長、千葉市
民活動センター長
鍋嶋　洋子さん

回収方法配布方法実施期間名　　　称

配布時にお
渡しする封
筒で郵送

ＴＸ各駅（県内
５駅）で配布

１０月２５日
～１１月１４日

①つくばエクスプレス駅利
用者アンケート調査

無作為で５００人
に郵送

１０月２５日
～１１月７日

②自転車駐輪場の利用に関

する居住者アンケート調査

無作為で３０００
人に郵送等

１０月１９日
～１１月３日

③総武流山電鉄の利用など
に関するアンケート調査

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
へ

日

　

日
、
最
後
の

、
最
後
の
駅
コ
ン

駅
コ
ン

１６１６

お
お
た
か
の
森
駅
で
ジ
ャ
ズ

お
お
た
か
の
森
駅
で
ジ
ャ
ズ
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平成１９年１０月１５日（月曜日）　　　（　）６第１１４８号

★印のあるものは市主催のものです 

１０月は３Ｒ推進月間１０月は３Ｒ推進月間
２２日に特別企画講演会２２日に特別企画講演会
～地域のごみ問題を考える～～地域のごみ問題を考える～

�
　

★
子
育
て
講
演
会
「
親

子
で
あ
そ
ぼ
う
〜
楽
し
く

子
育
て
〜
」

　

▽
期
日
／
場
所
＝
①　
１０

月　

日
�
／
赤
城
児
童
セ

１７
ン
タ
ー
②　

月　

日
�
／

１０

２４

十
太
夫
児
童
セ
ン
タ
ー
③

　

月　

日
�
／
野
々
下
児

１１

２１

童
セ
ン
タ
ー
▽
時
間
＝　
１０

時
〜　

時　

分
▽
対
象
／

１１

３０

定
員
＝
市
内
在
住
の
２
歳

児
以
上
の
幼
児
と
そ
の
保

護
者
／
各　

組（
先
着
順
）

５０

▽
講
師
＝
頭
金
多
絵
さ
ん

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
電
話
ま
た
は
直
接

各
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

赤
城
児
童
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
８
―
４
５
４
５

／
十
太
夫
児
童
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
４
―
５
２
５
４

／
野
々
下
児
童
セ
ン
タ
ー

�
７
１
４
５
―
９
５
０
０

　

★
博
物
館
子
ど
も
教
室

「
ど
ん
ぐ
り
笛
づ
く
り
」

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

２８

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
中
央
図
書
館
会
議

室
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内

小
・
中
学
生
※
保
護
者
の

参
加
も
可
／　

人
（
先
着

２０

順
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

申
し
込
み
＝　

日
９
時
か

１６

講
座
・
講
演

ら
電
話
で
博
物
館
へ

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

　

★
子
ど
も
サ
イ
エ
ン
ス

体
験
講
座
「
身
近
な
も
の

で
楽
器
づ
く
り　

ス
ト
ロ

ー
笛
な
ど
」

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

１０

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
文

１３

１５

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

市
内
小
学
生
／　

人
（
先

２０

着
順
）
▽
講
師
＝
高
城
幸

子
さ
ん
（
東
京
理
科
大
学

サ
イ
エ
ン
ス
夢
工
房
講
師
）

▽
参
加
費
＝
３
０
０
円
▽

持
ち
物
＝
は
さ
み
▽
申
し

込
み
＝
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
（
講
座
名
、
氏
名
、

学
校
名
、
学
年
、
電
話
番

号
を
明
記
）
で
文
化
会
館

へ
　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２
／
�
７
１

５
８
―
３
４
４
２

　

★
デ
ジ
カ
メ
写
真
入
り

年
賀
状
作
成
講
座
（
全
２

回
）

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１１

１０

・　

日
�
▽
時
間
＝
９
時

１７

　

分
〜　

時
▽
場
所
＝
文

３０

１２

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

ワ
ー
ド
操
作
が
で
き
る
方

／　

人
（
多
数
抽
選
）
▽

２０
内
容
＝
デ
ジ
カ
メ
撮
影
の

写
真
を
使
っ
て
年
賀
状
を

作
成
▽
参
加
費
＝
２
０
０

　
　

月
は
「
３
Ｒ
（
リ
デ

１０
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ

サ
イ
ク
ル
）
推
進
月
間
」

で
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で

は
、
東
洋
大
学
・
小
瀬
博

之
准
教
授
を
講
師
に
迎 

え
、「
地
域
の
ご
み
問
題
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
大
き
な

環
境
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ

る「
ご
み
問
題
」。
ご
み
の

不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
な

０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

▽
持
ち
物
＝
デ
ジ
カ
メ
一

式
、
筆
記
用
具
▽
申
し
込

み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

　

月　

日
（
必
着
）
ま
で

１０

２３

に
〒
２
７
０
―
０
１
７
６

流
山
市
加
１
―　

―
２
文

１６

化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
料
理
講
座

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

１３

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
南

１０

１３

流
山
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／

定
員
＝
市
内
在
住
の
身
体

障
害
者
手
帳
を
持
つ
方
／

　

人
（
先
着
順
）
▽
内
容

２０＝
調
理
実
習
「
き
の
こ
の

炊
き
込
み
ご
飯
、
え
び
し

ん
じ
ょ
う
の
す
ま
し
汁
、

牡
蠣
と
白
菜
の
煮
浸
し
、

抹
茶
風
味
栗
き
ん
と
ん
」、

自
助
具
の
紹
介
▽
参
加
費

＝
７
０
０
円
程
度
（
材
料

代
）
▽
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
▽
申
し
込
み

＝　

月
２
日
ま
で
に
電
話

１１
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
身

体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
　

□問
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
�
７
１
５
５
―
３

６
３
８
／
�
７
１
５
３
―

３
４
３
７　

　

★
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
デ

ジ
カ
メ
編
集
講
座
（
全
２

回
）

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１１

１３

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

１４

１３

　

分
〜　

時　

分
▽
場
所

３０

１６

３０

＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
マ
ウ
ス
操
作
の
で
き

る
方
／　

人（
多
数
抽
選
）

１５

▽
内
容
＝
デ
ジ
カ
メ
の
撮

り
方
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
編
集
加
工
ま
で
▽
参
加

費
＝
２
５
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
等
）
▽
持
ち
物
＝

デ
ジ
カ
メ
一
式
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ

ケ
ー
ブ
ル
▽
申
し
込
み
＝

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、　
１０

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

２５
〒
２
７
０
―
０
１
７
６
流

山
市
加
１
―　

―
２
文
化

１６

会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
エ
ク
セ
ル
入
門
講
座

（
全
３
回
）

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１１

１３

・　

日
�
・　

日
�
▽
時

１４

１５

間
＝　

時
〜　

時
▽
場
所

１０

１２

＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
文
字
入
力
が
で
き
る

方
／　

人
（
多
数
抽
選
）

２０

▽
内
容
＝
エ
ク
セ
ル
を
使

っ
て
表
作
成
か
ら
計
算
ま

で
▽
参
加
費
＝
２
０
０
０

円
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）
▽

申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
一
時

保
育
（
１
歳
半
〜
就
学
前

児
）
を
希
望
の
方
は
子
ど

も
の
名
前
と
年
齢
を
明
記

の
上
、　

月　

日
（
必
着
）

１０

２３

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

７
６
流
山
市
加
１
―　

―
１６

２
文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

講
座
・
教
室

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
、
市
民
を
対
象
と

し
た
講
座
で
す
。

　

①
ヨ
ー
ガ
と
足
も
み
の

ス
ペ
シ
ャ
ル

　

▽
期
日
＝　

月
２
日
〜

１１

　

月　

日
の
金
曜
※　

月

１２

２８

１１

　

日
を
除
く
▽
時
間
＝　

２３

１９

時
〜　

時　

分
▽
定
員
＝

２０

２０

各　

人
（
先
着
順
）
▽
参

１５
加
費
＝
１
回
１
５
０
０
円

▽
持
ち
物
＝
バ
ス
タ
オ
ル

　

②
市
民
祭
写
真
講
座

　

▽
日
時
＝　

月
３
日
�

１１

９
時　

分
〜　

時
▽
定
員

１０

１５

＝　

人
（
先
着
順
）
▽
内

５０
容
＝
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、

写
真
教
室
、
写
真
展
▽
参

加
費
＝
３
９
０
０
円

　

③
楽
し
い
水
彩
画
入
門

・
初
級
（
全
８
回
）

　

▽
期
日
＝　

月
２
日
〜

１１

平
成　

年
２
月　

日
の
第

２０

１５

１
・
３
金
曜
▽
時
間
＝　
１４

時
〜　

時
▽
定
員
＝　

人

１６

２５

（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝

８
０
０
０
円

　

④
や
さ
し
い
日
本
画
教

室
　

▽
期
日
＝　

月
２
日
〜

１１

平
成　

年
２
月　

日
の
隔

２０

１５

週
金
曜
▽
時
間
＝
９
時　
３０

分
〜　

時　

分
▽
定
員
＝

１２

３０

各　

人
（
先
着
順
）
▽
参

３０
加
費
＝
１
回
１
０
０
０
円

（
別
途
材
料
代
３
０
０
円

程
度
）

　

【
申
し
込
み
】

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
（
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
）
で
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
０
―
７
４
７
４

／
�
７
１
５
９
―
６
６
３

９
　

絵
て
が
み
教
室

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

２７

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
郵

１０

１２

便
事
業
�
流
山
支
店
（
旧

流
山
郵
便
局
）
▽
対
象
／

定
員
＝
市
民
／　

人
程
度

３０

（
多
数
抽
選
）
▽
参
加
費

＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝　
１０

月　

日
ま
で
に
電
話
で
郵

２２
便
事
業
�
流
山
支
店
へ

　

□問
 

郵
便
事
業
�
流
山
支

店
�
７
１
５
５
―
７
１
１

３
（
９
時
〜　

時
）

１７

　

屏
風
絵
を
通
し
て
読
み

解
く
源
氏
物
語
の
世
界

　

▽
日
時
＝　

月
４
日
�

１１

　

時
〜　

時
（
講
演
は　

１２

１６

１３

時
〜　

時　

分
）
▽
場
所

１４

３０

＝
江
戸
川
大
学
総
合
情
報

図
書
館
▽
内
容
＝
國
學
院

大
学
・
針
本
正
行
教
授
の

講
演
お
よ
び
源
氏
物
語
屏

風
な
ど
の
展
示
▽
入
場
料

＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
①

電
話
で
江
戸
川
大
学
講
演

会
担
当
へ
②
市
立
図
書
館

ま
た
は
同
大
学
総
合
情
報

図
書
館
の
窓
口
で
※
当
日

参
加
も
可

　

□問
 

江
戸
川
大
学
講
演
会

担
当
�
７
１
５
２
―
９
７

５
９

　

精
神
保
健
家
族
教
室

（
全
３
回
）

　

▽
期
日
＝　

月
６
日
�

１１

・　

日
�
・　

日
�
▽
時

１３

２１

間
＝　

時　

分
〜　

時
▽

１３

３０

１６

場
所
＝
柏
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
柏
市
）
▽
対
象
／

定
員
＝
市
内
在
住
で
全
回

参
加
で
き
る
方
／　

人（
先

４０

着
順
）
▽
内
容
＝
統
合
失

調
症
の
発
症　

年
以
内
の

１０

患
者
さ
ん
の
ご
家
族
を
対

象
に
、
病
気
や
治
療
、
患

者
さ
ん
へ
の
対
応
方
法
を

学
ぶ
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

申
し
込
み
＝
電
話
で
柏
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
７
１
６
７
―
１
２
５

５�
　

★
市
小
学
校
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
「
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」

　

市
内
小
学
校
（
４
〜
６

年
生
）
の
学
校
対
抗
に
よ

る
「
第
１
回
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
学
校
に
よ
る
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
、ぜ
ひ
、

ご
声
援
を
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

１４

９
時
〜
▽
場
所
＝
市
民
総

合
体
育
館

　

□問
 

指
導
課
�
７
１
５
０

―
６
１
０
５

大
会
・
試
合

ど
日
常
で
も
目
に
す
る
こ

と
が
多
い
問
題
か
ら
、
ご

み
の
処
理
方
法
や
最
終
処

分
に
関
す
る
大
き
な
問
題

ま
で
、
地
域
の
ご
み
問
題

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
流
れ
を

変
え
る
、
生
活
を
見
直
し

て
ご
み
を
減
ら
す
、
ご
み

の
収
集
方
法
を
改
め
る
な

ど
、
今
後
皆
さ
ん
が
ど
の

よ
う
な
行
動
を
と
れ
ば
よ

い
の
か
、
一
緒
に
考
え
る

講
座
で
す
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
	

１０

２２

　

時
〜　

時　

分
▽
場
所

１４

１５

３０

＝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

プ
ラ
ザ
館
▽
対
象
／
定
員

＝
市
民
／
１
５
０
人
（
先

着
順
）
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接

会
場
へ

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

ドミニカ移住者に特別一時金
　昭和３１年から同３４年の間に、ドミニカ共和国に
移住した方に特別一時金を支給します。　
　▽請求期限＝平成２０年１月３１日※詳細は問い合
わせを
　□問 外務省領事局政策課�０３－３５８０－
３３１１（内線４４７６）

リサイクルプラザ・プラザ館の教室
　リサイクルプラザ・プラザ館では、家庭で不用になった品物などを使って、
いろいろなリサイクル品を作製する教室を開催しています。ぜひ、ご参加を。
　▽教室名・日時等＝別表のとおり▽場所＝リサイクルプラザ・プラザ館▽対
象＝市民▽申し込み＝往復ハガキ（１枚につき１教室）に教室名、開催日、住所、
氏名、電話番号、返信用に宛名を明記の上、１０月３１日（必着）までに〒２７０－
０１７４流山市下花輪１９１リサイクル推進課へ

持ち物参加費定　　員
（多数抽選）日　時教室名

古バスタオル、はさみ、昼食３００円
（材料代）２０人１１月１２日	

１０：００～１６：００健康ぞうりづくり①

和服地、洋裁道具無料１０人
１１月１２日	
　　１９日	
１３：００～１６：００

和服地でベストづ
くり（全２回）②

新聞紙、はさみ、ものさし、
ボンド、竹串１本、安全ピン無料１０人１１月１３日�

１３：００～１５：００
新聞紙でコサージ
ュづくり③

不用毛糸２玉無料２０人１１月１９日	
１３：００～１６：００

不用毛糸で指編み
体験④

　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０
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第１１４８号（　）　　　平成１９年１０月１５日（月曜日）７

第２３４回サロンコンサート 
�♪　今月は２６日に　�♪

　▽日時＝１０月２６日
１２時１５分～▽場所＝市役所市民ギャラ
リー▽テーマ＝世界の作曲家シリーズ№３７「スカルラッティ」
～親子の作曲家によるバロック音楽～▽曲目＝①ソナタ　ホ長
調Ｌ．２３②ソナタ　イ短調曲Ｌ．２４１③ソナタ　ト長調Ｌ．２０９④恋
する蝶のように⑤すみれ▽出演＝池田浩子（ソプラノ）、鎌須賀
里美（ピアノ）
　□問 流山市音楽家協会・里舘�７１５３－４０８５

１０月は『労働保険適用促進月間』
　農林水産業の使用労働者５人未満の個人事業を除
く事業主は、労働保険（労災保険・雇用保険）に加
入することが法律で義務付けられています。
　労働者が安心して働くことができるよう、未手続
事業の事業主の方は、早期に加入手続きをしてくだ
さい。※詳細は問い合わせを
　□問 千葉労働局労働保険徴収課�０４３－２２１
－４３１７

　　　

　絵てがみ十人十色展（絵てがみサークル十色会主催）＝１０月
１６日�～２１日�１０時～１８時（１６日は１３時から、２１日は１４時まで）、
森の図書館。入場料無料□問 堀越�７１５４－０９５４
　山野草展「第１０回特別展」（花神会主催）＝１０月１９日
～２１日
�９時～１７時（１９日は１２時から、２１日は１６時まで）、杜のアトリ
エ黎明。入場料無料□問 塚本�０９０－８１７５－３７１３
　レクダンス体験教室（�日本ＦＤ連盟千葉県支部主催、市教
委後援）＝１０月２１日�・２８日�１３時３０分～１５時、市民総合体育
館。参加費無料□問 山口�７１５９－９２６６
　絵画作品展覧会（四季の会主催）＝１０月２２日	～２５日�９時
～１６時、生涯学習センター。入場料無料□問 鳥光�７１５２－
３４０７
　男女６５才からの転倒予防・筋力アップ体操＝１０月２２日～１１月
２６日の月曜（１１月１２日を除く）１４時～１５時３０分、南流山福祉会
館。参加費１回５００円□問 染谷�７１４２－００３５
　ビューティーヨガ（ヨガ、バレエ、ピラティス）＝１０月２２日
～１２月１０日の月曜（１１月１９日を除く）１０時～１１時３０分、市民総
合体育館。参加費無料※バスタオル、飲み物持参□問 佐藤�０８０
－３１５７－２７５５

　日本舞踊　藤結会発表会＝１０月２７日�１３時～１５時、初石公民

館。入場料無料□問 藤間�７１５４－１６７７

　南流山さつき会　秋期展＝１０月２７日�～２８日�９時～１７時、 

南流山センター。入場料無料□問 大町�７１５９－２００６

　気功ワンコインレッスン（焦鉄軍気功芝蘭会主催）＝１０月２７

日�、１１月３日�・１０日�１０時３０分～１１時３０分、生涯学習セン

ター。参加費１回５００円□問 佐藤�７１５５－２１４４

　第２７回秋の山野草展（流山愛草会主催）＝１０月２８日�９時３０ 

分～１６時、初石公民館。入場料無料□問 片岡�７１４７－０５８８

　生け花を楽しみましょう（流山華道振興会主催）＝１１月２日


１３時～１６時、文化会館。参加費６００円（花材代）□問 諏佐�

７１５２－００８６

　第１１回鈴木耕太郎ギター教室　ギター発表会＝１１月４日�１４

時３０分～１７時、南流山センター。入場料無料□問 鈴木�７１５９

－４８６０

市民伝言板 

□ 問 秘書広報課 � 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。 
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。 

－ 

イ ベ ン ト

　

★
市
臨
時
職
員
（
保
健

師
、
助
産
師
、
看
護
師
）

の
募
集

　

▽
勤
務
場
所
＝
保
健
セ

ン
タ
ー
▽
勤
務
内
容
＝
各

種
健
（
検
）
診
、
健
（
検
）

診
時
の
健
康
教
育
・
相
談

事
業
な
ど
▽
応
募
資
格
／

募
集
人
員
＝
有
資
格
者
／

若
干
名
※
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

　

県
立
障
害
者
高
等
技
術

専
門
校
「
平
成　

年
度
訓

２０

練
生
４
月
入
校
生
」
募
集

　

▽
応
募
資
格
＝
自
立
を

目
指
し
て
就
職
し
よ
う
と

す
る
障
害
の
あ
る
方
▽
訓

練
コ
ー
ス
＝
①
パ
ソ
コ
ン

の
習
得
を
目
指
す
コ
ー
ス

②
作
業
実
務
（
ワ
ー
プ
ロ

の
基
本
操
作
、
農
作
業
、

清
掃
等
）
を
通
じ
て
就
労

に
必
要
な
職
場
適
応
力
を

目
指
す
コ
ー
ス
※
い
ず
れ

も
１
年
コ
ー
ス
、
６
カ
月

コ
ー
ス
あ
り
▽
授
業
料
＝

無
料
▽
応
募
期
間
＝　

月
１０

　

日
�
〜　

月　

日
�　

１６

１１

１４

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

県
立
障
害
者
高
等
技

術
専
門
校
�
０
４
３
―
２

９
１
―
７
７
４
４
／
�
０

４
３
―
２
９
１
―
７
７
４

５
　

県
立
東
葛
飾
高
等
学
校

定
時
制
「
成
人
の
特
別
入

学
者
選
抜
」

　

▽
受
検
資
格
＝
中
学
校

を
卒
業
し
た
成
人
者
（
平

成　

年
３
月　

日
現
在
）

２０

３１

▽
検
査
日
／
場
所
＝
平
成

　

年
２
月
６
日
�
／
県
立

２０

東
葛
飾
高
等
学
校（
柏
市
）

▽
受
検
科
目
＝
作
文
、
面

接
▽
願
書
等
受
け
付
け
＝

平
成　

年
１
月　

日
�
〜

２０

２９

　

日
�
（　

日
は　

時
ま

３１

３１

１２

で
）
※　

月　

日
�
、　

１０

３０

１１

月　

日
�
・　

日
�
、
平

１４

２９

成　

年
１
月　

日


に
同

２０

１１

高
等
学
校
で
学
校
説
明
会

あ
り
（
い
ず
れ
も
当
日
会

場
で　

時
に
受
け
付
け
）。

１８

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

県
立
東
葛
飾
高
等
学

校
�
７
１
４
３
―
４
２
７

１�
　

★
行
財
政
改
革
審
議
会

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

１８

　

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

１４▽
内
容
＝
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
計
画
に
つ
い
て

　

□問
 

行
政
改
革
推
進
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
８

　

★
入
札
監
視
委
員
会

　

▽
日
時
＝　

月　

日
	

１０

２２

　

時　

分
〜
▽
場
所
＝
市

１４

３０

役
所
▽
内
容
＝
入
札
お
よ

び
契
約
手
続
き
の
運
用
状

況
に
つ
い
て

　

□問
 

管
財
課
�
７
１
５
０

―
６
０
６
９

　

★
流
山
市
特
別
職
報
酬

等
審
議
会

　

▽
期
日
＝　

月　

日
	
、

１０

２２

　

月　

日
	
▽
時
間
＝　

１１

１９

１４

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所
▽

内
容
＝
市
議
会
議
員
の
報

酬
お
よ
び
市
長
、
副
市
長

等
の
特
別
職
の
給
料
に
つ

い
て

　

□問
 

人
事
課
�
７
１
５
０

―
６
０
６
８

施
策
会
議　
傍聴可

　

★
産
業
振
興
審
議
会

　

①
産
業
振
興
分
科
会

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

３０

　

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

１５▽
内
容
＝
産
業
振
興
施
策

に
つ
い
て

　

②
商
業
活
性
化
分
科
会

　

▽
日
時
＝　

月
１
日
�

１１

　

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

１４▽
内
容
＝
商
店
街
の
活
性

化
に
つ
い
て

　

□問
 

商
工
課
�
７
１
５
０

―
６
０
８
５

�
　

★
男
女
共
同
参
画
通
信

を
発
行

　

男
女
共
同
参
画
室
で

は
、
女
性
と
男
性
が
共
に

つ
く
る
社
会
に
向
け
て
情

報
を
提
供
し
、
啓
発
に
資

す
る
た
め
情
報
紙
「
男
女

共
同
参
画
通
信
」
第　

号
１３

を
発
行
し
ま
し
た
。

　

各
公
民
館
、
南
流
山
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

□問
 

企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室
�
７
１
５
０
―

６
０
６
４

　

★
さ
わ
や
か
ハ
イ
ク

「
秋
の
守
谷
里
山
ハ
イ
ク
」

や
す
ら
ぎ
の
道
を
歩
こ
う

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１０

２１

※
雨
天
中
止
▽
集
合
場
所

／
時
間
＝
Ｔ
Ｘ
南
流
山
駅

南
口
広
場
／
７
時　

分
〜

３０

７
時　

分
▽
内
容
＝
Ｔ
Ｘ

４５

南
流
山
駅
―
（
電
車
）
―

守
谷
駅
―
八
坂
神
社
―
守

谷
城
址
―
北
園
森
林
公
園

―
ビ
ー
ル
工
場
見
学
（
約

８
�
）
※
現
地
解
散
▽
参

そ
の
他

加
費
＝
無
料
（
交
通
費
は

自
己
負
担
）
▽
持
ち
物
＝

弁
当
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、

帽
子
な
ど
▽
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
集
合
場
所
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

第　

回
障
害
者
雇
用
促

１０

進
合
同
面
接
会

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

２４

　

時　

分
〜　

時
（
受
付

１３

３０

１６

は　

時
〜
）
▽
場
所
＝
プ

１３
ラ
ザ
ヘ
イ
ア
ン
柏（
柏
市
）

▽
内
容
＝
事
業
主
と
就
職

を
希
望
す
る
障
害
を
持
つ

方
と
の
自
由
面
接
※
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
戸

�
０
４
７
―
３
６
７
―
８

６
０
９

　

第　

回
は
く
よ
う
祭

１４

　

▽
日
時
＝　

月
４
日
�

１１

９
時　

分
〜　

時　

分
▽

４０

１３

５０

場
所
＝
県
立
柏
特
別
支
援

学
校
（
柏
市
）
▽
内
容
＝

①
ス
テ
ー
ジ
発
表
②
高
等

部
お
よ
び
近
隣
施
設
・
作

業
所
「
石
け
ん
、
手
拭
い
、

陶
芸
品
、
和
紙
製
品
、
手

芸
品
、
木
工
製
品
、
花
な

ど
の
頒
布
」（　

時　

分
〜

１０

１０

　

時
）
③
生
徒
の
作
品
展

１３示
▽
入
場
料
＝
無
料
※
上

履
き
持
参
で
ご
来
場
を

　

□問
 

県
立
柏
特
別
支
援
学

校
�
７
１
３
３
―
５
６
３

１
　

の
だ
よ
う
フ
ェ
ス
タ
２

０
０
７

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

１０

９
時　

分
〜　

時　

分
▽

３０

１４

４０

場
所
＝
県
立
野
田
特
別
支

援
学
校
（
野
田
市
）
▽
内

容
＝
①
小
・
中
学
部
「
舞

�
　

★
市
臨
時
職
員
（
保
育

士
、
児
童
指
導
員
）
の
募

集
　

▽
勤
務
場
所
＝
つ
ば
さ

学
園
（
駒
木
台
）
▽
勤
務

内
容
＝
障
害
を
持
つ
児
童

の
指
導
▽
応
募
資
格
＝　
４５

歳
以
下
の
有
資
格
者
▽
雇

用
期
間
＝
採
用
日
か
ら
平

成　

年
３
月　

日
ま
で
▽

２０

３１

勤
務
日
／
時
間
＝
月
〜
金

曜
（
祝
日
、
冬
季
・
春
季

休
園
を
除
く
）
／
８
時　
３０

分
〜　

時
▽
時
間
給
＝
１

１７

０
０
０
円
（
交
通
費
別
途

支
給
。
手
当
、
社
会
保
険

あ
り
）
▽
申
し
込
み
＝
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
明
記

の
上
、
〒
２
７
０
―
０
１

１
３
流
山
市
駒
木
台
２
２

１
―
３
つ
ば
さ
学
園
へ
郵

送
※
書
類
選
考
の
上
、
面

接
日
時
を
連
絡
し
ま
す

　

□問
 

つ
ば
さ
学
園
�
７
１

５
４
―
４
８
２
２

資
格
・
求
人

台
発
表
」
②
高
等
部
「
農

耕
班
、紙
工
班
、窯
業
班
の

製
品
頒
布
」（　

時　

分
〜

１０

３０

　

時　

分
）
③
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ

１４

１０

ザ
ー（　

時　

分
〜　

時
）

１２

４５

１４

▽
入
場
料
＝
無
料
※
上
履

き
持
参
で
ご
来
場
を

　

□問
 

県
立
野
田
特
別
支
援

学
校
�
７
１
２
２
―
７
２

７
０

　

交
通
事
故
の
無
料
電
話

相
談

　

�
日
本
損
害
保
険
協
会

で
は
、
交
通
事
故
に
遭
っ

た
時
な
ど
の
自
動
車
損
害

賠
償
責
任
保
険
お
よ
び
任

意
自
動
車
保
険
の
請
求
に

つ
い
て
、
無
料
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

▽
相
談
日
／
時
間
＝
月

〜
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）

／
９
時
〜　

時
、　

時
〜

１２

１３

　

時
※
毎
週
水
曜　

時
〜

１７

１３

　

時
に
、
弁
護
士
に
よ
る

１６無
料
相
談
（
予
約
制
で
面

談
の
み
）
も
あ
り
ま
す

　

□問
 

千
葉
自
動
車
保
険
請

求
相
談
セ
ン
タ
ー
�
０
４

３
―
２
８
４
―
７
９
５
５

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約 
２カ月を要することから結果の公表が遅れます
　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

クリーンセンター大気質環境測定結果　　　（平成１９年７月・８月）
測定数値　保証数値法・条例に

よる規制値項　　　目

１以下８月１０以下ー硫黄酸化物
（ppm）

排　

出　

ガ　

ス

大　
　

気　
　

質

１２以下８月３０以下２５０以下窒素酸化物
（ppm）

２以下８月１０以下４３０以下塩化水素
（ppm）

１以下８月５以下８０以下ばいじん
（mg/�Ｎ）

０.００５以下８月０.０３以下ー水銀
（mg/�Ｎ）

０.０００７０以下７月０.０１以下１以下ダイオキシン類
（ng‐ＴＥＱ/�Ｎ）

仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕事事事事事事事事事事事事事事事事とととととととととととととととと家家家家家家家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活のののののののののののののののの調調調調調調調調調調調調調調調調和和和和和和和和和和和和和和和和仕事と家庭生活の調和
～～～～～～～～～～～～～～～～ワワワワワワワワワワワワワワワワーーーーーーーーーーーーーーーークククククククククククククククク・・・・・・・・・・・・・・・・ラララララララララララララララライイイイイイイイイイイイイイイイフフフフフフフフフフフフフフフフ・・・・・・・・・・・・・・・・ババババババババババババババババラララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンススススススススススススススススをををををををををををををををを推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進～～～～～～～～～～～～～～～～～ワーク・ライフ・バランスを推進～

　仕事と子育てなどの家庭生活の調和を意味する
「ワーク・ライフ・バランス」の考え方が、企業に
とっての人材確保・定着という視点からも注目され
ています。
　８都県市（千葉・埼玉・神奈川県、東京都、横浜
・川崎・千葉・さいたま市）では、今年度からワー
ク・ライフ・バランスを推進するキャンペーンを１０
月に実施します。特に２１日から２７日は、キャンペー
ン強調週間として定時退社を呼び掛けています。定
時または早めの退社に努め、働き方を見直してみま
せんか。
　□問 千葉県庁雇用労働課�０　４　３－２　２　３－２　７　４　１

①昼６０デシベル・朝夕５５デシベル・夜５０デシベルの協定値を超えた時間
②連続した３カ月間に日平均値が０.０４ppmを超えた日数（０.０６ppmを超えた日数）
③日平均値が０.１０mg／�を超えた日が２日以上連続したことの有無
　□問 環境政策課�７１５０－６０８３

合　　計下　　り上　　り④日平均
　交通量 １０３,５７５台５２,２７０台５１,３０５台

常磐自動車道測定結果　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１９年８月）
青　田東初石西初石若葉台項　　　目

４３９４１３４６４４９２時　間①騒音　

０（０）０（０）０（０）０（０）日②ＮＯ２　　

無無無無有　無③ＳＰＭ　
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古紙100％再生紙、大豆油インク使用 
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
を
語
る

グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
を
語
る 

都
心
か
ら
一
番
近
い
森
の
街

都
心
か
ら
一
番
近
い
森
の
街　

庭
木
の
手
入
れ
を
学
ぼ
う

庭
木
の
手
入
れ
を
学
ぼ
う

剪
定
の
仕
方
な
ど
を
実
技
で

剪
定
の
仕
方
な
ど
を
実
技
で

都
市
緑
化
フ
ェ
ア

都
市
緑
化
フ
ェ
ア

流
山
の
花
壇
を
出
展

流
山
の
花
壇
を
出
展

市
民
文
芸

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

水
見
壽
男　

選　

（
流
山
市
東
深
井　

―　

）

８６５

１１１

　

振
り
向
か
ず
前
へ
前
へ
と
蟻
の
列 

南　

流　

山 

鈴
木　

禮
子

　

蝉
時
雨
競
ふ
声
明
法
の
山 

向　

小　

金 

相
川　
　

豊

　

う
す
雲
の
少
し
ひ
ろ
が
る
盆
の
月 

松　

ケ　

丘 

皆
川　

春
海

　

雲
海
に
包
ま
れ
て
ゐ
る
山
の
朝 

こ
う
の
す
台 

狼　
　
　

司

　

夏
休
み
海
の
香
り
と
波
の
色 

長　
　
　

崎 

角
田　
　

勇

【
評
】
一
句
目　

蟻
の
道
は
ま
さ
し
く
網
目
模
様
。
地
上
地
下
と
も
同
じ
で
あ
る
。

ひ
た
す
ら
餌
を
求
め
て
前
進
す
る
姿
は
、
種
の
保
存
の
県
命
な
維
持
に
繋
が
る
。
二

句
目　

蝉
時
雨
と
声
明
の
取
合
せ
は
小
に
し
て
大
。
鳴
き
声
は
生
命
の
発
露
で
あ
り
、

声
明
は
鎮
魂
の
和
讃
で
あ
る
。
共
に
生
命
を
主
題
と
し
た
諷
詠
で
あ
る
。
三
句
目　

俳
句
の
基
本
・
写
生
句
で
あ
る
。
う
す
雲
の
淡
く
し
か
も
静
か
な
ひ
ろ
が
り
と
、
盆

の
月
の
際
や
か
さ
を
眼
目
に
、
秋
の
月
の
美
し
さ
を
描
く
。
四
句
目　

山
国
で
の
夏

の
風
物
詩
、
雲
海
の
広
大
な
情
景
で
あ
る
。
山
の
八
合
目
辺
り
の
雲
海
の
帯
は
、
時

に
幻
想
的
で
す
ら
あ
る
。
五
句
目　

夏
休
み
中
に
見
た
夏
の
海
の
大
景
の
一
端
。
海

の
香
り
と
い
う
措
辞
は
、
得
が
た
い
詩
の
文
言
で
あ
る
。

俳句

武
田
静
江　

選　

（
流
山
市
松
ケ
丘
４
―　

―　

）

５０５

９０

亡
き
夫
が 
忍  
野  
八  
海 
よ
り
撮
影
の
雪
の
富
士
山
居
間
飾
る
な
り

お
し 
の 
は
つ 
か
い

 

若
葉
台 

中
澤
き
ぬ
こ

迷
う
な
と
自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
突
き
進
む
な
り
明
日
な
る
夢
に

 

鰭
ケ
崎 

斎
藤　

睦
子

古
希
祝
に
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
花
い
た
だ
い
て
最
後
の
一
輪
ほ
こ
ら
げ
に
咲
く

 

三
輪
野
山 

元
木　

富
江

【
評
】
中
澤
氏　
 
夫 
亡
き
あ
と
の
日
常
、
撮
影
好
き
の
日
頃
を
な
つ
か
し
む
日
々
、
忍
野

つ
ま

八
海
で
の
遺
作
を
大
切
に
、
全
身
で
受
け
と
め
る
自
然
体
の
、
対
象
に
向
き
合
う
作
者
の

姿
が
鮮
明
に
写
し
出
さ
れ
た
。「
忍
野
八
海
」
は
山
梨
県
南
東
部
に
あ
る 
湧  
泉 
、
富
士
山
の

ゆ
う 
せ
ん

伏
流
水
が
湧
き
出
し
た
も
の
、
八
つ
の
も
の
が
今
は
多
く
凅
れ
る
。
斎
藤
氏　

軽
妙
な
歌

い
方
で
、
日
頃
の
感
情
の
有
り
さ
ま
を
巧
み
に
表
現
さ
れ
た
。
正
直
な
心
理
の
屈
折
に
身

を
委
ね
、
気
力
を
張
ろ
う
と
し
て
い
る
感
情
の 
襞 
が
か
い
ま
見
え
る
と
こ
ろ
が
魅
力
に
な

ひ
だ

っ
て
い
る
。
元
木
氏　

初
め
て
作
り
投
稿
し
た
も
の
と
の
副
書
に
、
長
く
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
と
、
わ
か
り
易
い
添
削
を
副
え
た
。〈
贈
ら
れ
し
古
希
祝
い
く
る
る
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
一

輪
咲
き
つ
ぐ
い
と
し
む
誇
り
か
〉

短歌詩

小
林
稔　

選　
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
―
１
０
９　
宮
田
方
）

　
　
　
　

詩
二
題　
　
　
　
　

平
和
台　
　
　

赤
塚　

祐
　

　

人
生
を
振
り
返
っ
て

わ
れ
人
生
も
今
年
で
七
十
八
年

小
学
二
年　

日
中
戦
争　

小
学
六
年　

米
国
と
戦
争

欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は　

の
合
言
葉
も
空
し
く
終
戦

夢
で
あ
っ
た　

電
話　

テ
レ
ビ　

家
に
来
る

う
れ
し
く
て　

生
家
に
電
話
し
た
も
の
だ

思
い
起
こ
せ
ば
数
々
あ
れ
ど　

夢
が
現
実
に
な
っ
た
世
に

あ
り
が
た
い
気
持
ち
で　

一
日
で
も
長
生
き
し
た
い

　

平
常
の
四
季
に

今
年
は
暑
い
暑
い
の
合
言
葉　

九
月
に
入
っ
て
も
猛
暑
続
き

い
つ
も
な
ら
青
き
空
に
赤
ト
ン
ボ　

道
端
で
は
秋
の
虫　

山
に
は
錦
の
帯
の
気
配
も
な
く　

青
葉
照
り
映
え
て

早
く
平
常
な
四
季
に
戻
れ
と　

生
き
物
一
同
で
叫
ん
で
い
る

　
　

月
２
日


、
学
園
祭

１１
の
行
わ
れ
て
い
る
江
戸
川

大
学
で
、「
都
心
か
ら
一 

番
近
い
森
の
街
を
目
指
し

て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
流

山
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦

略
に
つ
い
て
の
ト
ー
ク
リ

レ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　

月
か
ら
対
象
地
区
を

１０
市
全
域
に
拡
大
し
て
展
開

さ
れ
て
い
る
流
山
グ
リ
ー

ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
に
つ
い

て
、
そ
の
始
ま
り
や
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
、
未
来

へ
も
た
ら
す
効
果
な
ど
を
、

首
都
大
学
東
京
の
三
上
岳

彦
教
授
や
グ
リ
ー
ン
チ
ェ

ー
ン
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
甲
斐
徹
郎
事
務
局
長
、

江
戸
川
大
学
惠
小
百
合
教

授
、井
崎
市
長
ら
が
、フ
リ

ー
ト
ー
ク
で
語
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
緑
や
森
は
天
然

の
冷
蔵
庫
だ
！
」
と
題
し

て
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

抑
制
型
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
昨
年
か
ら
開
始
し

た
Ｔ
Ｘ
沿
線
の
熱
環
境
調

査
に
つ
い
て
、
江
戸
川
大

学
森
島
済
准
教
授
が
中
間

報
告
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
、「
彩
華
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
江
戸
川
学
園

学
園
祭
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

▽
日
時
＝　

月
２
日



１１

　

時
〜　

時
（
受
け
付
け

１４

１６

は　

時　

分
〜
）
▽
場
所

１３

３０

＝
江
戸
川
大
学
Ｂ
棟
１
Ｆ

ホ
ー
ル
▽
定
員
＝
２
０
０

人
（
先
着
順
）
▽
入
場
料

＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
会
場
へ
※
駐
車
場

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
流
山
お
お
た
か
の
森

駅
東
口
か
ら
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

□問
 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

�
７
１
５
０
―
６
０
９
０

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
剪

定
バ
サ
ミ
、
刈
込
バ
サ
ミ 

（
あ
る
方
の
み
）
▽
申
し

込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

「
庭
木
の
手
入
れ
講
習
会

参
加
希
望
」、参
加
希
望
時

間
（
①
ま
た
は
②
）、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

返
信
用
に
宛
名
を
明
記
の

上
、　

月　

日
（
必
着
）

１０

２３

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

９
２
流
山
市
役
所
み
ど
り

の
課
へ

�
　

市
で
は
「
み
ど
り
の
ま

ち
な
み
整
備
事
業
制
度
」

を
設
け
、
生
け
垣
の
設
置

を
さ
れ
る
方
に
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
の
申
請
は
、
必

ず
設
置
の
前
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
予
算
額

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������

生
け
垣
設
置
に

生
け
垣
設
置
に 

補
助
金
交
付

補
助
金
交
付

推
進
す
る
た
め
、
全
国
各

地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

▽
期
間
＝　

月
４
日
�

１１

ま
で
▽
開
園
時
間
＝
９
時

　

分
〜　

時　

分
※
土
・

３０

１６

３０

日
曜
、
祝
日
は　

時
ま
で

１７

お
早
め
に
申
請
を
。

　

▽
交
付
対
象
と
な
る
方

＝
市
内
に
居
住
を
目
的
と

す
る
建
築
物
を
所
有
、
ま

た
は
建
築
し
よ
う
と
す
る

個
人
で
、
市
税
を
完
納
し

て
い
る
方
▽
補
助
対
象
＝

道
路
に
沿
っ
た
部
分
（
３

ｍ
以
上
）
の
生
け
垣
の
設

置
※
道
路
幅
員
が
４
ｍ
未

満
の
場
合
は
、
道
路
の
中

心
か
ら
２
ｍ
以
上
離
れ
た

位
置
に
設
置
▽
補
助
金
額

＝
生
け
垣
１
ｍ
当
た
り
４

千
円
以
内
で
、
工
事
費
の

半
額
（
上
限
額
４
万
円
）

※
自
力
で
生
け
垣
を
設
置

す
る
場
合
は
、
樹
木
購
入

費
の
半
額
（
上
限
額
４
万

円
）

�
　

「
流
山
市
ふ
る
さ
と
緑

の
基
金
」
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
市
が
一
体
と
な
っ

て
緑
化
事
業
を
推
進
し
、

緑
豊
か
な
流
山
を
実
現
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
寄
付
と
、
市
か
ら

の
拠
出
金
で
運
営
さ
れ
、

公
園
の
整
備
や
用
地
取
得

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま 

す
。
今
年
度
は
、
８
月
末

現
在
で
５
件
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
大

切
な
緑
を
守
る
た
め
流
山

市
ふ
る
さ
と
緑
の
基
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

���������
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���������
���������

緑
の
基
金
に

緑
の
基
金
に 

ご
協
力
を

ご
協
力
を

フ
ェ
ア
は
、
緑
豊
か
な
潤

い
の
あ
る
都
市
づ
く
り
を

　

市
で
は
、
ふ
な
ば
し
ア

ン
デ
ル
セ
ン
公
園
で　

月
１１

４
日
ま
で
開
催
中
の
「
第

　

回
全
国
都
市
緑
化
ふ
な

２４ば
し
フ
ェ
ア
」
に
、
花
壇

を
出
展
し
て
い
ま
す
。

　

「
都
心
か
ら
一
番
近
い

森
の
街
・
流
山
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
Ｔ
Ｘ

と
江
戸
川
の
流
れ
を
表
し
、

オ
オ
タ
カ
の
棲
む
森
や
未

来
に
は
ば
た
く
街
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
花
壇
で
す
。
同

　

市
で
は
、
庭
木
の
管
理

の
基
礎
を
学
び
た
い
と
い

う
方
を
対
象
に
「
庭
木
の

手
入
れ
講
習
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
講
習
会
で
は
、

講
義
を
受
け
た
後
、
実
際

に
剪
定
の
実
技
も
行
い
ま

す
。

　

当
日
は
、
流
山
造
園
土

木
業
組
合（
小
谷
�
会
長
）

の
皆
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
講
師
を
務
め
て
く

だ
さ
い
ま
す
。

　

▽
期
日
＝　

月
８
日
�

１１

▽
時
間
＝
①
９
時　

分
〜

４５

　

時　

分
②　

時　

分
〜

１１

４５

１３

３０

　

時　

分
▽
場
所
＝
市
民

１５

３０

総
合
体
育
館
お
よ
び
総
合

運
動
公
園
▽
内
容
＝
剪
定

な
ど
庭
木
の
手
入
れ
の
基

礎
（
講
義
と
実
技
）
※
雨

天
の
場
合
は
講
義
の
み
実

施
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民

（
昨
年
度
受
講
者
を
除 

く
）
／
各　

人
（
多
数
抽

２０

選
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

▽
場
所
＝
ふ
な
ば
し

ア
ン
デ
ル
セ
ン
公
園

（
船
橋
市
）
※
北
習

志
野
駅
と
船
橋
日
大

前
駅
か
ら
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
あ
り
▽
入

場
料
＝
９
０
０
円

（
高
校
生
は
６
０
０

円
、
中
学
生
以
下
・

　

歳
以
上
・
身
体
障

６５

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

等
は
無
料
※
そ
れ
ぞ
れ
証

明
す
る
も
の
を
持
参
く
だ

さ
い
）

　

□問
 

同
実
行
委
員
会
事
務

局
�
０
４
７
―
４
５
６
―

７
７
９
０

江戸川台駅前を花いっぱいに･･･
　９月２５日、県立流山高校の生徒２０人が江戸川台駅
前東口ロータリーに、自分たちで育てたマリーゴー
ルドやブルーサルビアなど秋の花約５００株を植えまし
た。
　７月に行われた「ガーデニングコンテスト」の街
並み部門で銀賞に輝いた、江戸川台駅前商店街振興
組合（北条正雄理事長）が進める花いっぱい運動の
第２弾です。
　今回は、商店街の空き店舗を活用した江戸川台ふ
れあいホールで、１０月から流山ヘルスアップ事業が
スタートしたことから、花壇を整備し健康都市宣言
のフラッグを掲げ、参加者を歓迎しようと企画され
たものです。
　この日、花を植えてくださった流山高校の生徒た
ちは、みどりの課で募集している「花と緑のボラン
ティア」に登録して、今後もこの花壇を管理してい
くそうです。

ＴＸやオオタカをイメージ　ＴＸやオオタカをイメージ

　

□問
 

み
ど
り
の
課
�
７

１
５
０
―
６
０
９
２

【評】子どものころは十年はとても長く感じられた。三十歳を過ぎてか
ら早くなり加速されていく。八十を過ぎた母が、気がついたらあっとい
う間に年とっていたと言ったことがあった。しかし別の時には長かった
と思ったはずだ。一日の時の流れに出生から死まで含まれていると思え
るなら、喜びを持って迎え、そして終える一日は貴重なものになるであ
ろう。
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